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哲
多
町
宮
河
内
の
水
晶
山
国
有
林
近

く
に
、
平
成　

年　

月
か
ら
建
設
し
て

１７

１２

い
る
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
が
ま
も

な
く
完
成
し
ま
す
。
総
事
業
費
は　

億
２３

円
で
、
４
月
か
ら
供
用
を
開
始
し
ま
す
。

　

こ
の
最
終
処
分
場
は
、
市
内
で
排
出

さ
れ
る
ガ
ラ
ス
類
、
陶
器
類
な
ど
の
埋

立
ご
み
や
、
金
谷
の
新
見
市
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
か
ら
出
る
焼
却
灰
を
埋
立
処

分
す
る
も
の
で
、容
量
が
約
２
万
７
’４

０
０
立
方
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
埋
立
地
を

３
分
割
し
て
い
ま
す
。

　

埋
立
地
は
移
動
式
の
屋
根
で
覆
わ
れ
、

埋
立
て
た
物
の
飛
散
や
、
雨
水
の
流
入

を
防
ぐ
「
ク
ロ
ー
ズ
ド
型
」
を
岡
山
県

下
で
初
め
て
採
用
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
埋
立
ご
み
の
減
量
化
を
図
る

た
め
に
前
処
理
施
設
を
設
置
し
、
不
燃

ご
み
や
粗
大
ご
み
を
破
砕
し
た
後
、
鉄
、

可
燃
物
、
不
燃
物
に
選
別
し
、
鉄
は
リ

サ
イ
ク
ル
に
回
し
ま
す
。

  
最
終
処
分
場
の
埋
立
期
間
は
、
平
成

　

年
か
ら
平
成　

年
ま
で
の　

年
間
を

１９

３４

１５

計
画
し
て
い
ま
す
が
、
ご
み
の
量
を
減

ら
し
て
少
し
で
も
長
く
使
う
こ
と
が
重

要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
市
民
の

み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
活
環
境
課
環
境
保
全
係

 
（
�
�
６
１
２
４
）

一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
建
設
工
事
進
む

埋立処分場内部埋立処分場内部 埋立処分場埋立処分場

一般廃棄物最終処分場完成予想図

利用が 始 ま る
来年度中に利用が開始される市内の公共施設を紹介します。

前処理施設

浸出水処理施設

埋立処分場

管理棟

公共施設公公共共施施設設
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平成 １ ９ 年度に

　

平
成　

年　

月　

日
、
新
見
市
学
術
交
流
セ

１８

１２

２８

ン
タ
ー
の
建
設
工
事
が
着
工
し
ま
し
た
。

　

こ
の
学
術
交
流
セ
ン
タ
ー
は
、
新
見
公
立
短

期
大
学
の
敷
地
内
本
館
奥
に
建
設
す
る
も
の
で
、

　

台
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
併
設
す
る
鉄
骨
造
３

４５階
建
で
、
総
事
業
費
は
６
億
９
’７
０
０
万
円

で
す
。

　

延
べ
床
面
積
は
２
’５
６
２
平
方
メ
ー
ト
ル

で
、
１
階
・
２
階
部
分
が
図
書
館
、
３
階
部
分

は
研
修
施
設
と
な
り
、
平
成　

年
中
に
完
成
す

１９

る
見
込
で
す
。

　

学
術
交
流
セ
ン
タ
ー
は
、
市
民
に
も
広
く
開
放

し
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
す
る
な
ど
、
高
齢
者

や
乳
幼
児
を
抱
え
る
保
護
者
に
も
利
用
し
や
す
い

構
造
に
し
て
い
ま
す
。

　

図
書
館
は
、
短
大
の
専
門
図
書
約
６
万
３
千

冊
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
家
族
閲

覧
室
や
対
面
朗
読
室
、
ま
た
ビ
デ
オ
を
見
る
コ

ー
ナ
ー
を
設
け
、
授
乳
室
や
託
児
室
を
配
備
す

る
こ
と
に
よ
り
、
家
族
が
楽
し
く
過
ご
せ
る
施

設
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

研
修
施
設
部
分
で
は
、
２
７
０
席
を
有
す
る

交
流
ホ
ー
ル
や
、
講
座
室
を
利
用
し
て
各
種
の

会
議
や
講
座
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
、
短
大

の
公
開
講
座
の
拡
充
な
ど
に
よ
り
、
介
護
や
保

育
に
関
す
る
各
種
事
業
を
行
う
計
画
で
す
。

　

ま
た
、
国
際
交
流
や
地
域
間
交
流
の
場
と
し

て
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

学
術
交
流
セ
ン
タ
ー
の
活
用

　

学
術
交
流
セ
ン
タ
ー
の
完
成
後
に
は
、
新
見

公
立
短
期
大
学
の
取
り
組
み
や
、
先
生
方
の
人

的
資
源
や
知
的
資
源
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
一
般

に
開
放
し
、
子
育
て
や
介
護
な
ど
の
悩
み
の
解

決
・
援
助
に
役
立
て
る
た
め
、
教
育
支
援
セ
ン

タ
ー
と
し
て
活
用
す
る
計
画
で
す
。

　

乳
幼
児
を
抱
え
る
保
護
者
や
、
高
齢
者
が
安

心
し
て
利
用
で
き
る
と
と
も
に
、
世
代
を
超
え

た
交
流
が
で
き
る
施
設
と
し
て
の
活
用
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

 

新
見
公
立
短
期
大
学
の
取
り
組
み

　

新
見
公
立
短
期
大
学
に
は
、
看
護
学
科
、
幼

児
教
育
学
科
、
地
域
福
祉
学
科
お
よ
び
地
域
看

護
学
専
攻
科
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
も
教
授
や
学

生
が
地
域
に
出
か
け
る
な
ど
、
開
か
れ
た
大
学

を
め
ざ
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
に
は
、
新
見
市
の
在
宅
高
齢
者

１８

を
対
象
と
し
た
健
康
相
談
活
動
「
新
見
ま
ご
こ

ろ
ネ
ッ
ト
」
や
、
高
齢
者
の
介
護
予
防
活
動
の

「
サ
テ
ラ
イ
ト
・
デ
イ
」
と
い
っ
た
看
護
学
科
の

取
り
組
み
が
、　

世
紀
型
の
優
れ
た
教
育
を
行

２１

っ
て
い
る
大
学
と
し
て
、
文
部
科
学
省
か
ら
選

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
幼
児
教
育
学
科
は
、
実
習
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
な
ど
の
実
践
を
通
し
た
体
系
的
な

教
育
指
導
と
、
卒
業
後
の
指
導
に
も
き
め
細
や

か
に
対
応
し
て
い
る
点
が
評
価
さ
れ
、
特
色
あ

る
優
れ
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
大
学
に
選

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

新
見
公
立
短
期
大
学
（
�
�
０
６
３
４
）

新
見
市
学
術
交
流
セ
ン
タ
ー
着
工

新見市学術交流センター完成予想図新見市学術交流センター完成予想図
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▽
三
舩
至
洋（
大
佐
副
分
団
長
）▽

山
田　

武（
大
佐
副
部
長
）▽
田
邊

純
孝（
神
郷
部
長
）▽
千
原　

榮

（
同
）▽
吉
尾
俊
一（
哲
多
副
部
長
）

▽
堀
口　

誠（
哲
多
部
長
）▽
金
坂

直
也（
哲
西
部
長
）▽
森
谷
孝
行

（
消
防
本
部
消
防
司
令
）

【
青
年
章
】

▽
池
田
光
輝（
中
部
班
長
）▽
古
林

竜
勝（
南
部
団
員
）▽
吉
川
宏
明

（
東
部
団
員
）

【
精
勤
章
】

▽
冨
谷
公
男（
中
部
班
長
）▽
大
杉

　

真（
同
）▽
冨
谷
竜
次（
南
部
部

長
）▽
小
林　

誠（
南
部
副
部
長
）

▽
札
場
成
樹（
南
部
班
長
）▽
西
村

　

要（
東
部
副
部
長
）▽
門　

和
久

（
東
部
班
長
）▽
西
上
信
二（
東
部

団
員
）▽
中
嶋　

敏（
北
部
部
長
）

▽
峯
森　

巧（
西
部
班
長
）▽
清
山

昇
次（
西
部
団
員
）▽
佐
々
木
一
洋

（
同
）▽
小
山
正
明（
同
）▽
常
松
博

史（
同
）▽
山
口
勝
則（
大
佐
副
部

長
）▽
大
田
裕
二（
大
佐
班
長
）▽

的
場
好
夫（
同
）▽
前
田
幸
信（
同
）

▽
木
曽
田　

力（
同
）▽
栗
本
真
吾

（
神
郷
班
長
）▽
佐
々
木　

修（
神

郷
団
員
）▽
槙
原
重
徳（
同
）▽
矢

吹
基
文（
同
）▽
渡
邉
明
美（
同
）▽

山
本
浩
正（
同
）▽
吉
尾
俊
一（
哲

多
副
部
長
）▽
佐
藤
浩
明（
哲
多
班

長
）▽
吉
川
元
見（
同
）▽
大
塚
昌

宣（
同
）▽
吉
岡
和
彦（
哲
西
副
分

団
長
）▽
深
井　

太（
哲
西
部
長
）

▽
戸
川
睦
徳（
同
）▽
赤
木　

誠

（
同
）▽
木
下
順
平（
哲
西
団
員
）▽

服
部
秀
吉（
消
防
本
部
消
防
士
長
）

備
中
地
区 

消
防
連
絡
協
議
会
長
表
彰

【
表
彰
章
】

▽
土
井
史
吉（
中
部
副
分
団
長
）▽

別
所
正
敏（
南
部
副
分
団
長
）▽
吉

岡　

博（
東
部
副
分
団
長
）▽
吉
岡

正
志（
北
部
副
分
団
長
）▽
山
�
一

成（
大
佐
副
分
団
長
）▽
千
原　

榮

（
神
郷
部
長
）▽
高
下
謙
二（
哲
多

部
長
）▽
高
瀬
宗
弘（
哲
西
部
長
）

▽
井
竹
力
男（
消
防
本
部
消
防
司

令
）

【
特
別
表
彰
】

第　

回
岡
山
県
消
防
操
法
訓
練
大

５３
会
入
賞
分
団

《
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
》

▽
神
郷
分
団　

第
３
位

新
見
市
長
表
彰

【
表
彰
章
】

▽
磯
田
春
正（
中
部
団
員
）▽
二
嶋

龍
介（
同
）▽
冨
谷
典
之（
南
部
団

員
）▽
岩
田
幸
男（
同
）▽
門　

和

久（
東
部
班
長
）▽
田
中
邦
男（
同
）

▽
山
田
和
彦（
北
部
団
員
）▽
角
田

克
己（
同
）▽
川
本
和
男（
西
部
班

長
）▽
榎　

一
成（
同
）▽
山
形
昌

岡
山
県
知
事
表
彰

【
永
年
勤
続
功
労
章
】

▽
森
本
勝
次（
本
部
分
団
長
）▽
山

田
誠
一（
消
防
本
部
消
防
司
令
）

岡
山
県
消
防
協
会
長
表
彰

【
功
労
章
】

▽
土
谷　

勤（
本
部
分
団
長
）▽
三

村　

晃（
南
部
分
団
長
）▽
仲
田
健

吾（
北
部
分
団
長
）▽
石
垣
賢
二

（
西
部
分
団
長
）▽
小
川
和
永（
消

防
本
部
消
防
司
令
）

【
表
彰
章
】

▽
山
澤
武
司（
中
部
副
部
長
）▽
小

林　

誠（
南
部
副
部
長
）▽
藤
野
英

弘（
東
部
副
分
団
長
）▽
藤
井　

勲

（
東
部
部
長
）▽
池
田
昭
和（
北
部

副
分
団
長
）▽
繁
田
賢
司（
西
部
部

長
）▽
西
村
明
人（
西
部
副
部
長
）

　

当
日
表
彰
状
を
授
与
さ
れ
た
人

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
、

本
部
＝
団
本
部
、
中
部
＝
中
部
分

団
、
東
部
＝
東
部
分
団
、
西
部
＝

西
部
分
団
、
南
部
＝
南
部
分
団
、

北
部
＝
北
部
分
団
、
大
佐
＝
大
佐

分
団
、
神
郷
＝
神
郷
分
団
、
哲
多

＝
哲
多
分
団
、
哲
西
＝
哲
西
分
団

の
略
で
す
。）

優良職団員表彰や団員表彰や
一斉放水で士気高める水で士気高める
平成��年新見市消防出初式見市消防出初式

新見市消防出初式が、　新見市消防出初式が、��月月��日(日)、まなび広場にいみで行われ、消防職団員や日(日)、まなび広場にいみで行われ、消防職団員や

婦人防火クラブ員、および来賓ら婦人防火クラブ員、および来賓ら������人が参加しました。人が参加しました。

永年消防活動に功績のあった職団員などの表彰が行われ、式典後はまなび広場に　永年消防活動に功績のあった職団員などの表彰が行われ、式典後はまなび広場に

いみ横の高梁川で一斉放水を行い、日頃の訓練の成果を披露しました。いみ横の高梁川で一斉放水を行い、日頃の訓練の成果を披露しました。
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優良職団員表彰や優良職 
一斉放水で士気高める一斉放 水
平成平成����年新見市消防出初式年新 

昭（
同
）▽
船
越
俊
矢（
北
部
団
員
）

▽
宮
原　

稔（
同
）▽
三
宅
由
浩

（
同
）▽
垣
内
篤
志（
同
）▽
森
本
和

正（
同
）▽
小
谷
浩
一（
同
）▽
中
嶋

武
久（
同
）▽
田
原
伸
之（
同
）▽
安

達
正
紀（
同
）▽
山
田
和
義（
同
）▽

村
上
俊
之
介（
同
）▽
角
田
由
紀
夫

（
同
）▽
郷
木
竜
男（
同
）▽
吉
国
充

生（
西
部
団
員
）▽
吉
國
暢
泰（
同
）

▽
太
田
秀
樹（
同
）▽
藤
井
和
昭

（
同
）▽
田
原
伸
介（
同
）▽
池
田
立

志（
同
）▽
池
田
明
喜（
同
）▽
山
本

　

誠（
同
）▽
清
水
誠
二（
同
）▽
大

田
泰
明（
大
佐
班
長
）▽
後
藤
聖
志

（
大
佐
団
員
）▽
長
谷
川
貴
浩（
同
）

▽
福
田
幸
司（
神
郷
団
員
）▽
三
輪

　

宏（
同
）▽
大
本　

誠（
同
）▽
樫

本　

裕（
哲
多
班
長
）▽
仲
田
一
行

（
哲
多
団
員
）▽
三
和
一
正（
同
）▽

妹
尾
泰
志（
同
）▽
小
川
久
男（
同
）

▽
川
瀬　

演（
同
）▽
宮
脇
健
一

（
同
）▽
逸
見　

誠（
同
）▽
赤
木
英

樹（
同
）▽
川
上
淳
司（
同
）▽
伊
藤

貴
文（
同
）▽
田
村
昌
之（
同
）▽
大

嶋
信
一（
哲
西
班
長
）▽
佐
伯
雅
輝

（
同
）▽
安
田　

崇（
同
）▽
渡
辺
靖

浩（
哲
西
団
員
）▽
清
水
康
由（
同
）

【
特
別
表
彰
】

第　

回
岡
山
県
消
防
操
法
訓
練
大

５３
会
出
場
選
手

《
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
》

▽
松
原
康
治（
神
郷
班
長
）▽
大
原

勲
之（
同
）▽
中
田
浩
二（
神
郷
団

員
）▽
長
谷
川
寛
之（
同
）▽
小
林

和
幸（
同
）

�
��

�
�
�
�
�
	

��

消
防
庁
長
官
表
彰

【
永
年
勤
続
功
労
章
】

▽
縄　

英
治（
本
部
分
団
長
）▽
仲

田　

忍（
消
防
本
部
消
防
司
令
）

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

【
功
績
章
】

▽
吉
国
弘
記（
消
防
本
部
消
防
司

令
長
）

【
精
績
章
】

▽
内
田　

誠（
神
郷
分
団
長
）▽
森

下
孝
雄（
神
郷
副
分
団
長
）▽
仲
田

　

忍（
消
防
本
部
消
防
司
令
）

【
勤
続
章
】

▽
藤
井
利
幸（
東
部
副
分
団
長
）▽

小
村
幸
男（
北
部
副
分
団
長
）▽
中

嶋
君
男（
同
）▽
倉
田　

寿（
西
部

副
分
団
長
）▽
植
木
幸
治（
同
）▽

西
村
明
人（
西
部
副
部
長
）▽
森
下

孝
雄（
神
郷
副
分
団
長
）▽
油
田　

昇（
神
郷
団
員
）▽
谷
川
内　

茂

（
哲
西
分
団
長
）

郎（
大
佐
部
長
）▽
三
上
隆
久（
同
）

▽
中
澤
茂
信（
大
佐
副
部
長
）▽
田

中
富
志
夫（
大
佐
団
員
）▽
福
田　

誠（
神
郷
副
分
団
長
）▽
矢
吹
文
明

（
同
）▽
田
邉
純
孝（
神
郷
部
長
）▽

長
谷
川
洋
成（
神
郷
班
長
）▽
福
田

　

護（
神
郷
団
員
）▽
福
田
喜
一

（
同
）▽
福
田
雅
男（
同
）▽
松
田
博

明（
同
）▽
福
田
美
佐
士（
同
）▽
清

水
幹
男（
哲
多
副
分
団
長
）▽
堀
口

　

誠（
哲
多
部
長
）▽
田
邉
典
弘

（
哲
多
副
部
長
）▽
中
山　

環（
哲

西
副
分
団
長
）▽
松
本
恭
治（
同
）

新
見
市
消
防
団
長
表
彰

【
精
勤
章 　

年
勤
続
】

��

▽
田
中
浩
二（
中
部
班
長
）▽
杉
本

潤
一（
同
）▽
木
山
運
嗣（
中
部
団

員
）▽
小
川
正
二（
同
）▽
村
上
浩

吏（
同
）▽
内
田
輝
彦（
南
部
班
長
）

▽
國
中
唯
司（
東
部
団
員
）▽
竹
本

守
一（
同
）▽
戎　

斉（
同
）▽
綱
嶋

弘
文（
同
）▽
池
上
幸
伸（
北
部
団

員
）▽
西
村
良
治（
同
）▽
宮
永
桂

一（
大
佐
副
部
長
）▽
前
田　

浩

（
大
佐
班
長
）▽
舩
越
保
志（
同
）▽

山
�
公
三（
大
佐
団
員
）▽
山
縣　

学（
同
）▽
赤
岩
政
司（
同
）▽
山
�

　

悟（
同
）▽
黒
田
英
樹（
同
）▽
佐

藤
勝
弘（
同
）▽
竹
田
和
義（
同
）▽

谷
本
隆
之（
神
郷
班
長
）▽
武
坂
祐

介（
神
郷
団
員
）▽
大
西
伸
之（
同
）

▽
池
田
孝
文（
同
）▽
真
島
晃
次

（
哲
多
班
長
）▽
清
久　

香（
同
）▽

佐
藤
睦
美（
同
）▽
小
谷　

崇（
哲

多
団
員
）▽
堀
江
啓
三（
同
）▽
眞

治
英
一
郎（
同
）▽
石
井
忠
利（
同
）

▽
長
江
知
行（
同
）▽
羽
場
昭
正

（
同
）▽
佐
伯　

浩（
哲
西
部
長
）▽

山
口
吉
弘（
哲
西
副
部
長
）▽
上
杉

真
一（
同
）▽
倉
迫
弥
宏（
哲
西
団

員
）▽
田
邉
義
清（
同
）▽
三
浦
政

利（
同
）

【
精
勤
章 　

年
勤
続
】

��

▽
畑　

達
也（
中
部
団
員
）▽
山
本

朝
康（
同
）▽
上
原
史
匡（
同
）▽
逸

見　

武（
同
）▽
村
下
光
一（
同
）▽

双
道
和
憲（
同
）▽
森
中
勝
美（
同
）

▽
安
達
秀
雄（
南
部
班
長
）▽
掛
屋

正
美（
南
部
団
員
）▽
石
指
保
樹

（
同
）▽
藤
原
正
生（
同
）▽
小
川
光

昭（
同
）▽
西
村
利
之（
同
）▽
小
川

　

貢（
同
）▽
山
下
晴
三（
同
）▽
井

原
勝
通（
同
）▽
余
伝
孝
文（
同
）▽

長
谷
川
幸
雄（
東
部
団
員
）▽
二
摩

哲
司（
同
）▽
小
川
裕
司（
同
）▽
藤

野　

満（
同
）▽
村
田
茂
利（
同
）▽

重
広
耕
治（
同
）▽
森
長
健
太（
同
）

▽
中
本
健
二（
同
）▽
山
本　

実

（
同
）▽
國
中
淳
史（
同
）▽
八
木
紀

之（
大
佐
団
員
）▽
東
郷
亮
介（
同
）

▽
嶋
田
秀
樹（
神
郷
団
員
）▽
中
田

浩
二（
同
）▽
平
山
富
生（
哲
多
団

員
）▽
定
岡　

聡（
同
）▽
佐
々
木

信
幸（
哲
西
団
員
）▽
石
迫
哲
光

（
同
）

【
永
年
勤
続
功
労
章
】

▽
三
村　

晃（
南
部
分
団
長
）▽
市

川　

豊（
南
部
部
長
）▽
村
�
友
己

（
同
）▽
田
中　

稔（
南
部
班
長
）▽

三
上　

浩（
南
部
団
員
）▽
藤
野
英

弘（
東
部
副
分
団
長
）▽
山
本
利
勝

（
同
）▽
�
森
正
幸（
東
部
班
長
）▽

藤
井
正
文（
同
）▽
森
元
真
二（
同
）

▽
西
村
泰
則（
北
部
副
分
団
長
）▽

黒
田
美
知
雄（
北
部
部
長
）▽
分
部

隆
政（
同
）▽
吉
國　

澄（
西
部
副

分
団
長
）▽
西
村
英
志（
西
部
部

長
）▽
杉
本
秋
雄（
同
）▽
大
本
久

生（
西
部
班
長
）▽
後
藤　

渡（
同
）

▽
石
田
康
夫（
同
）▽
吉
森
大
作

（
西
部
団
員
）▽
伐
明
昭
治（
同
）▽

近
藤
泰
久（
同
）▽
石
田
全
寿（
同
）

▽
和
田　

精（
大
佐
副
分
団
長
）▽

森
部
康
英（
同
）▽
山
�
一
成（
同
）

▽
井
手
原
延
之（
同
）▽
元
田
禎
一

■
問
い
合
わ
せ
先

　

新
見
市
消
防
本
部

　

（
�
�
２
８
１
０
）
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インターネット�
（申し込みが必要です。）�

月額 4,883円（税込）�
Yahoo!BB光のサービスになります。�

ＩＰ電話�
（申し込みが必要です。）�

インターネットと同時に加入した場合�

月額 525円（税込）�

告知放送�
無料�

※申し込みの時に加入金3,000円が必
要です。�

ソフトバンクＢＢ㈱が提供します。�

ケーブルテレビ�
（申し込みが必要です。）�

基本チャンネル料金�
月額 1,680円（税込）�

2台目以降のテレビについては、ＢＳデジ
タル放送が525円、多チャンネル放送
が1,260円の追加料金でご覧いただけ
ます。�

㈱吉備ケーブルテレビが提供します。�

月額基本料金998円（税込）でＩＰ電話の
みの加入もできます。�
※申し込みの時に加入金3,000円が必
要です。�

ソフトバンクテレコム㈱が提供します。�

行政からのお知らせ
や緊急情報をお伝え
します。�

ケーブルテレビ加入
世帯に設置します。
負担はありません。�

（ ）�基本チャンネルについては、２台目以降�
も追加料金なしでご覧いただけます。�

BSデジタルサービス料金�
　　　　　月額 2,205円（税込）�
多チャンネルサービス料金�
　　　　　月額 3,780円（税込）�

アイピー�

アイピー�

ケーブルテレビ�

ＩＰ電話�

インターネット�

告知放送機器�

新見市が住民票のある世�
帯に無償で設置する範囲�

Ｖ－ＯＮＵ�
（放送用光変換器）�

光ファイバ�
同軸ケーブル�
通信用ケーブル�

ケケケケケケケケケケーーーーーーーーーーブブブブブブブブブブルルルルルルルルルルテテテテテテテテテテレレレレレレレレレレビビビビビビビビビビ・・・・・・・・・・イイイイイイイイイインンンンンンンンンンタタタタタタタタタターーーーーーーーーーーネネネネネネネネネネネ ッッッッッッッッッッッ トトトトトトトトトトト　 料料料料料料料料料料金金金金金金金金金金料金ががががががががががが決決決決決決決決決決ままままままままままりりりりりりりりりりまままままままままましししししししししし決まりましたたたたたたたたたた たなななななななななななななななななな
どどどどどどどどどどどどどどどどどど
のののののののののののののののののの

な
ど
の

　市では、各家庭に光ファイバを接続するラストワン

マイル事業を進めており、放送（ケーブルテレビ）と

通信（インターネット・ ＩＰ 電話）のサービス料金が
アイピー

決まりました。各サービスの料金については、下の宅

内イメージ図をご覧ください。なお、詳細は市報にい

み�月号といっしょに配布したパンフレットをご参照

いただき、ご不明な点は、お気軽にお問い合わせくだ

さい。

　また、料金の決定に伴い、第�回目の説明会を開催

しますので、ご都合のよい日に、最寄りの会場へお越

しくださいますようお願いします。�月��日�は、市

内のテレビ共聴組合を対象とした説明会を実施します

ので、各組合の代表の方はご出席をお願いします。

■問い合わせ先
　情報政策課ラストワンマイル
　推進係（������）
　大佐支局総務課（������）
　神郷支局総務課（������）
　哲多支局総務課（������）
　哲西支局総務課（������）

宅内イメージ図

ご注意ください！
　工事にあたり、市から物品などの購入につ

いて斡旋することや、電話機の取り替えなど

の必要は一切ありません。万一、悪質な訪問

を受けたり、不審な人物を見かけた場合は、

情報政策課または最寄りの各支局総務課ま

でご連絡ください。

ラストワンマイル事業
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ケケケケケケケケケケケーーーーーーーーーーー ブブブブブブブブブブルルルルルルルルルルテテテテテテテテテテレレレレレレレレレレビビビビビビビビビビ・・・・・・・・・・イイイイイイイイイインンンンンンンンンンタタタタタタタタタタブルテレビ・インタ ーーーーーーーーーーネネネネネネネネネネッッッッッッッッッットトトトトトトトトト 料料料料料料料料料料金金金金金金金金金金がががががががががが決決決決決決決決決決ままままままままままりりりりりりりりりりままままままままままししししししししししたたたたたたたたたたなななななななななななななななななな
どどどどどどどどどどどどどどどどどど
のののののののののののののののののの

主な対象地域開催会場開会時間  開催月日

豊永地区全域豊永市民センター
��：��

�月�日�
井倉、法曽地区井倉市民センター

草間、土橋、足見地区草間市民センター
��：��

唐松地区唐松市民センター

大佐布瀬地区布瀬地域交流ほっとサロン

��：��

�月�日�

大佐上刑部地区上刑部地域交流ほっとサロン

神郷釜村地区新郷市民センター

大佐小阪部、永富、小南地区おおさ総合センター

��：�� 大佐大井野地区大井野地域交流ほっとサロン

神郷高瀬地区神郷公民館高瀬分館

新見、金谷地区新見市総合福祉センター

��：��

�月��日�

高尾、西方地区ＪＡ阿新　本所�階

長屋地区長屋公会堂

新見地区御殿町センター

��：�� 高尾地区高尾ふれあいセンター

石蟹、正田地区石蟹ふれあいセンター

正田地区正田ふれあいセンター

��：��

�月��日�

菅生地区菅生市民センター

哲西町上神代地区哲西公民館矢神分館

高尾、新見地区新見商工会議所�階大会議室

��：�� 上熊谷地区熊谷市民センター

哲西町矢田地区きらめき広場哲西

大佐田治部地区田治部中央会館

��：��

�月��日�

坂本、菅生地区福本ふれあいセンター

哲西町大竹、畑木地区畑木集会所

下熊谷地区下熊谷コミュニティハウス

��：�� 千屋地区全域千屋市民センター

哲西町八鳥地区哲西公民館野馳分館

哲多町本郷、宮河内、花木、成松地区哲多総合センター

��：��

�月��日�

足立地区足立会館

哲多町蚊家、田淵、大野地区新砥公民館

神郷下神代地区神郷保健センター

��：�� 神郷油野地区神郷公民館油野分館

哲多町矢戸、老栄、荻尾地区夢ひろば萬歳

哲西町下野部地区下野部集会所

��：��

�月��日�

市内全地域新見市総合福祉センター

西方地区西方ふれあいセンター

哲西町上野部地区本区生活改善センター
��：��

上市、馬塚地区上市市民センター

テレビ共聴組合等対象の説明会（市内全域）新見市総合福祉センター��：��
�月��日�

テレビ共聴組合等対象の説明会（市内全域）新見市総合福祉センター��：��

※対象地域に限らず、都合のよい会場へお越しください。

�住民説明会の開催日程�
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確定申告・住民税申告
�月��日から�月��日まで、申告相談が行われます。

なお、市役所から個人宛に住民税申告のご案内はしていませんので、

申告が必要かどうかは、市報にいみ�月号でご確認ください。

　

申
告
の
手
続
き
に
必
要
な
も
の

①
収
入
を
証
明
す
る
も
の

　

源
泉
徴
収
票
、
譲
渡
所
得
、
保

険
金
な
ど
が
確
認
で
き
る
も
の

②
控
除
を
証
明
す
る
も
の

　

生
命
保
険
料
・
損
害
保
険
料
支

払
証
明
書
、
国
民
健
康
保
険

税
・
介
護
保
険
料
領
収
書
、
国

民
年
金
保
険
料
控
除
証
明
書
、

障
害
者
手
帳
な
ど

③
印
鑑

④
そ
の
他

　

口
座
番
号
が
わ
か
る
も
の
（
預

金
通
帳
な
ど
）

　

申
告
場
所

　

お
近
く
の
申
告
会
場
か
都
合
の

よ
い
申
告
会
場
、
ま
た
は
税
務
課

に
お
い
で
く
だ
さ
い
。
な
お
新
見

支
局
管
内
（
旧
新
見
市
）
の
申
告

会
場
は
、
市
民
セ
ン
タ
ー
単
位
に

設
け
て
い
ま
す
。
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
管
内
の
人
は
、
山
村
開
発
セ

ン
タ
ー
か
、
お
近
く
の
申
告
会
場

に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
２
月　

日
は
、
山
村
開

１６

発
セ
ン
タ
ー
は
混
雑
が
予
想
さ
れ

ま
す
の
で
、
３
月
４
日
な
ど
も
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
他

【
農
業
・
営
業
・
不
動
産
申
告
】

　

収
入
と
経
費
が
わ
か
る
帳
簿

（
計
算
し
た
も
の
）
か
、
収
支
内

訳
書
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
農
業

の
場
合
は
、「
農
協
だ
よ
り
（
あ

し
ん
）」
と
一
緒
に
配
布
さ
れ
て

い
る
収
支
内
訳
準
備
表
を
記
入
の

上
、
申
告
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

（
収
支
内
訳
準
備
表
は
各
支
局
・

市
民
セ
ン
タ
ー
に
も
あ
り
ま
す
。）

【
肉
用
牛
申
告
】

　

肉
用
牛
の
申
告
に
つ
い
て
も
収

支
計
算
で
行
う
た
め
、
確
認
で
き

る
資
料
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

①
肉
用
牛
の
売
却
証
明
書

・
無
い
場
合
は
免
税
対
象
牛
で
あ

っ
て
も
、
免
税
の
適
用
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

②
販
売
生
産
通
知
書

③
子
牛
奨
励
金
等
の
収
入
額
が
わ

か
る
も
の

④
牛
の
飼
育
に
か
か
っ
た
費
用
等

の
領
収
書

・
飼
料
費
、
種
付
け
料
、
診
察
料
、

畜
舎
の
修
理
代
、
牛
の
運
搬
料

な
ど

⑤
家
畜
共
済
保
険
料
が
わ
か
る
も

の
【
医
療
費
控
除
の
申
告
】

　

医
療
費
控
除
を
受
け
る
場
合
は
、

平
成　

年
中
に
支
払
っ
た
医
療
費
、

１８

介
護
保
険
で
受
け
た
サ
ー
ビ
ス
の

領
収
書
、
ま
た
、
保
険
な
ど
で
補

て
ん
さ
れ
た
金
額
が
わ
か
る
も
の

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
領
収
書
は
医
療
を
受
け
た
人
ご

と
に
分
け
、
合
計
金
額
を
計
算
し

た
う
え
で
ご
申
告
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課
市
民
税
係

　

（
�
�
６
１
１
７
）

はじまります��/ ���� � / ���



9 市報にいみ 第２ ３号
February 2007

申告相談日程
　混雑緩和のために大まかな地区割りをしています。当日に都
合の悪い場合は、どの会場でも申告することができますので、
都合のよい会場においでください。

対象地区
会場名曜日月　日

午　　後午　　前

新見・高尾山村開発センター金�月��日

井倉法曽井倉市民センター水�月��日

佐伏赤馬・宇山豊永市民センター金�月��日

草間市民センター管内草間市民センター月�月��日

唐松市民センター管内・長屋唐松市民センター火�月��日

千屋市民センター管内千屋市民センター金�月�日

西方および全市山村開発センター日�月�日

菅生市民センター管内菅生市民センター
月�月�日

熊谷市民センター管内熊谷市民センター

上市市民センター管内上市市民センター金�月�日

金谷・正田・石蟹・下熊谷および全市山村開発センター木�月��日

新見支局管内 の会場

対象地区
会場名曜日月　日

午　　後午　　前

町筋以外の川西地区おおさ総合センター水�月��日

布瀬地区（午前）旧布瀬小学校
土�月��日

田治部地区（午後）田治部小学校

大井野地区（午前）旧大井野小学校

木�月�日 上刑部地区（午後）旧淳和小学校

町筋おおさ総合センター

川東地区おおさ総合センター火�月��日

大佐支局管内 の会場

対象地区会場名曜日月　日

足立、坂根、河原、三信、安信、谷安、下谷、野田、門前神郷保健センター
火�月��日

油野地区（笹尾・備北開拓を除く）神郷公民館油野分館

高瀬地区（野原・野原鷲尾を除く）神郷公民館高瀬分館
水�月��日

釜村地区、野原、野原鷲尾新郷市民センター

岩屋、新市、湯舟、小谷、笹尾、備北開拓、舞尾神郷保健センター土�月��日

神郷支局管内 の会場

対象地区
会場名曜日月　日

午　　後午　　前

蚊家田淵・大野新砥公民館月�月��日

矢戸老栄・荻尾夢ひろば萬歳木�月�日

成松本郷哲多支局水�月�日

宮河内・花木ほか哲多支局管内全域哲多支局月�月��日

哲多支局管内 の会場

対象地区会場名曜日月　日

大野部・八鳥・畑木哲西支局木�月��日

大竹・矢田哲西支局火�月�日

上神代哲西支局水�月��日

哲西支局管内 の会場

　申告受付時間は�：��～��：��です。ただし、山村開発センター

は�：��～��：��、午前の会場は�：��～��：��、午後の会場は��：

��～��：��ですのでご注意ください。

※�月�日�に、山村開発センターで日曜申告相談を行います。
※山村開発センターで申告のある日を除き、本庁税務課でも随時申告相談
を受けます。なお、各申告会場にも職員を派遣するため、税務課で申告を
受ける職員が少数となり、待ち時間が長くなる場合がありますのでご了承
ください。

 

平
成　

年
分
の
申
告
は
お
早
め
に
、 

��

 

納
税
は
期
限
内
に

【
所
得
税
】

○
申
告
・
納
期
限

　

平
成　

年
３
月　

日
�

１９

１５

○
口
座
振
替
日

　

平
成　

年
４
月　

日
�

１９

２０

【
消
費
税
・
地
方
消
費
税
（
個
人

事
業
者
）】

○
申
告
・
納
期
限

　

平
成　

年
４
月
２
日
�

１９

○
口
座
振
替
日

　

平
成　

年
４
月　

日
�

１９

２６

【
贈
与
税
】

○
申
告
・
納
期
限

　

平
成　

年
３
月　

日
�

１９

１５

 

国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム 

 
（ 
e-

T 
a 
x
）を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

e
�
T
a
x
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
利
用
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

所
得
税
・
法
人
税
・
消
費
税
な
ど

の
申
告
や
納
税
、
お
よ
び
申
請
・

届
出
等
が
で
き
ま
す
。
利
用
す
る

に
は
、
開
始
届
出
書
等
の
事
前
準

備
が
必
要
で
す
。

 

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を 

 

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

tt

p
：
/
/
w
w
w
.n
ta
.g
o
.jp
/

）
の

「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

で
は
、
画
面
に
基
づ
き
必
要
項
目

を
入
力
す
れ
ば
、
所
得
税
の
申
告

書
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

消
費
税
に
つ
い
て

　

平
成　

年
分
の
課
税
売
上
高
が

１６

１
千
万
円
を
超
え
て
い
る
場
合
、

平
成　

年
分
の
課
税
売
上
高
が
１

１８

千
万
円
以
下
で
あ
っ
て
も
消
費
税

の
申
告
と
納
税
が
必
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

新
見
税
務
署

　

（
�
�
０
９
５
１
）

●●●●●新見税務署

からのお知らせ
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　平成１８年度上半期（4月～9月）の
財政状況を取りまとめましたので、
その主な内容をお知らせします。

一般会計の財政状況

一般会計の総額
　平成��年度一般会計の�月末の予算総額は、

昨年からの繰越事業費を含めて���億���万円で、

その内訳は下図のとおりです。

　歳入では予算総額に対して��� �％（���億��

万円）、歳出では��� �％（��億�� ���万円）が執行

されています。

■問い合わせ先　財政課財政係（������）

歳入�

歳出�

地方交付税�
125億円 (37.7%)

市債 85億9,080万円 (25.9%)

総務費 82億8,606万円 (25.0%)

公債費 56億6,518万円 (17.1%)

民生費 41億6,076万円 (12.5%)

衛生費 39億2,100万円 (11.8%)

土木費 35億5,414万円 (10.7%)

教育費�
33億8,284万円�
(10.2%)

農林水産業費�
20億3,391万円 (6.1%)

消防費 8億8,696万円 (2.7%)

災害復旧費 4億3,250万円 (1.3%)

諸支出金 3億7,025万円 (1.1%)

議会費 2億366万円 (0.6%)

労働費 4,740万円 (0.1%)

商工費 2億2,854万円 (0.7%)

国庫支出金�
33億2,091万円 (10.0%)

市税 31億4,972万円 (9.5%)

県支出金 17億7,463万円 (5.3%)

繰入金 11億4,364万円 (3.4%)

繰越金 7億4,090万円 (2.2%)

地方譲与税 5億7,700万円 (1.7%)

地方消費税交付金 3億4,880万円 (1.1%)

諸収入 3億1,699万円 (1.0%)

使用料及び手数料 2億5,721万円 (0.8%)

分担金及び負担金 2億960万円 (0.6%)

自動車取得税交付金 1億5,520万円 (0.5%) 地方特例交付金 5,150万円 (0.2%)

財産収入 2,431万円 (0.1%)

利子割交付金 1,280万円 (0.0%)

株式等譲渡所得割交付金 900万円 (0.0%)

交通安全対策特別交付金 843万円 (0.0%)

配当割交付金 830万円 (0.0%)

寄附金 224万円 (0.0%)

ゴルフ場利用税交付金 122万円 (0.0%)

予備費 3,000万円 (0.1%)

歳入総額�
332億320万円�

歳出総額�
332億320万円�
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財産の現在高

世帯・個人当たりの状況
平成１８年９月末現在

会計別予算の執行状況 〔単位：千円・％〕

上水道事業（公営企業）の状況

�����戸給 水 戸 数

������人給 水 人 口

��������給 水 量

��������有 収 水 量

　　����％有 収 率

������� 日 平 均 配 水 量

主 な 建 設 改 良 事 業

�����万円水 道 管 移 設 事 業

費 用 の 部収 益 の 部

 �, ���万円
営 業 費 用
（人件費・減価償却費等）

�億�, ���万円
営 業 収 益 
（水道料金等）

�, ���万円
営 業 外 費 用
（支払利息等）

　��万円
営 業 外 収 益 
（預金利息等）

�, ���万円計�億�, ���万円計

当　期　純　利　益　　　�� ���万円

歳入歳出
差引額

執　　行　　済　　額
�月末
予算現額

会計名 歳　出歳　入

比率支出済額比率収入済額

万円
���,���

％
��.�

万円
���,���

％
��.�

万円
�,���,���

万円
�,���,���

一 般

△ �,�����.���,�����.��,�����,���診 療 所

△ �,�����.���,�����.���,�����,���
新 見 公 立
短 期 大 学

����.����.�������
住 宅 新 築
資 金 等 貸 付

△ ��,�����.����,�����.����,������,���
国民健康保険
（事業勘定）

△ �,�����.��,�����.��,�����,���
国民健康保険
（直診勘定）

�,�����.����,�����.����,������,���
介 護 保 険
（保険事業勘定）

△ �����.�����.����,���
介 護 保 険
（サービス事業勘定）

△ ��,�����.����,�����.����,������,���老 人 保 健

△ �,�����.���,�����.���,������,���簡易水道事業

��,�����.���,�����.����,������,���下 水 道 事 業

△ �����.��,�����.��,����,���観 光 事 業

����.����.�������豊 永 財 産 区

���.����.�����萬 歳 財 産 区

△ �,�����.��,�����.��,�����,���農業共済事業

���,�����.��,���,�����.��,���,����,���,���計

一世帯

��������
市民一人

�������

一世帯

����������
市民一人

��������

市税の負担額

予 算 額

地方債残高の状況［一般会計］

一世帯

����������
市民一人

��������

世帯数…������世帯
人　口…������人

一般会計�
469億5,332万円(67.1%)

下水道事業特別会計�
167億7,740万円(24.0%)

簡易水道事業特別会計�
52億805万円(7.5%)

診療所特別会計�
6億5,844万円(0.9%)

国民健康保険特別会計�
（直診勘定) �
1億1,410万円(0.2%)

新見公立短期大学特別会計�
2億1,604万円(0.3%)

住宅新築資金等�
貸付特別会計�
2,472万円(0.0%)

地方債の現在高

���,���万円有価証券及び出資による権利

���,���万円基　金

��,���万円債　権

��,���,����土　地

���,����建　物

総額  ���億�,���万円

交付税補填分�,���,���円
合計 �,���,���円

交付税補填分 ���,���円
合計 �,���,���円（ ） （ ）
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市
内
・
市
外
と
も
通
話
料
が
無
料
に

な
り
ま
す
。

　

�
吉
備
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
が
提
供

す
る
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
利
用
料
金

は
、
現
在
の
テ
レ
ビ
で
視
聴
で
き
る

地
上
波
７
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
加
え
、
地

域
の
催
し
な
ど
を
取
材
し
制
作
さ
れ

た
自
主
放
送
番
組
が
提
供
さ
れ
る
基

本
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
料
金
が
１
’６

８
０
円
で
す
。
し
か
も
、
加
入
時
に

必
要
と
な
る
加
入
金
と
工
事
費
も
、

募
集
開
始
か
ら
１
年
間
は
無
料
に
な

り
ま
す
の
で
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の

加
入
募
集
が
始
ま
り
ま
し
た
ら
、
早

め
に
加
入
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
負
担

も
少
な
く
て
済
み
ま
す
。

　

こ
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
料
金
も
、

何
万
世
帯
も
が
加
入
し
て
い
る
県
南

の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
と
比
べ
て
も
、

安
い
料
金
で
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｉ
Ｐ
電
話
と
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の

両
方
に
加
入
い
た
だ
き
ま
し
て
も
、

合
計
で
現
在
の
負
担
の
範
囲
内
で
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
が
加
入
さ

れ
、
便
利
で
快
適
な
情
報
通
信
の
恩

恵
を
享
受
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
願

っ
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
末
に
、
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル

事
業
に
係
る
通
信
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
、 

Ｉ  
Ｐ 
電
話
）
と
放
送
（
ケ
ー
ブ

ア
イ 
ピ
ー

ル
テ
レ
ビ
）
の
利
用
料
金
が
決
ま
り
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
市
報
の
１
月

号
と
一
緒
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
お
送

り
し
ま
し
た
の
で
、
ご
覧
い
た
だ
い

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
Ｉ
Ｐ
電
話
の

利
用
料
金
は
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
テ
レ

コ
ム
�
が
新
見
市
内
だ
け
の
特
別
料

金
と
し
て
提
供
す
る
も
の
で
、
ソ
フ

ト
バ
ン
ク
が
国
内
で
提
供
し
て
い
る

同
じ
サ
ー
ビ
ス
に
比
べ
て
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
（
ヤ
フ
ー
！
Ｂ
Ｂ
光
）
は

２
’３
５
１
円
安
い
月
額
４
’８
８
３

円
で
、
Ｉ
Ｐ
電
話
（
Ｂ
Ｂ
フ
ォ
ン
光
）

の
月
額
基
本
料
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
と
同
時
に
加
入
し
て
い
た
だ
く
と
、

１
’２
０
７
円
安
い
５
２
５
円
で
設

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
わ

ず
、
Ｉ
Ｐ
電
話
だ
け
の
加
入
も
可
能

で
、
こ
の
場
合
は
９
９
８
円
の
月
額

基
本
料
に
な
り
ま
す
。
Ｉ
Ｐ
電
話
は
、

今
使
っ
て
い
る
電
話
番
号
や
電
話
機

が
そ
の
ま
ま
利
用
で
き
、
同
じ
ソ
フ

ト
バ
ン
ク
の
Ｉ
Ｐ
電
話
同
士
で
は
、

通信と放送の利用料金が決まって

市市
長長
室室
だだ
よよ
りり

輝 く自 分のため に
   男女共同参画社会づくりフォーラムを開催

　

�
月　

日
、
ま
な
び
広
場
に
い
み
で
「
男
女
共
同
参
画
社

��

会
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
開
催
さ
れ
、
約
�
�
�
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

初
め
に
、
大
阪

府
和
泉
市
教
育
長

の 
馬  
越 
か
よ
子
氏

ま 

ご
し

が
、「
人
生
を
２
倍

楽
し
む
」
〜
自
分

ら
し
さ
を
活
か
せ

る
社
会
〜
と
題
し

て
講
演
。
こ
の
中

で
馬
越
氏
は
、
男

ら
し
さ
・
女
ら
し

さ
と
い
う
固
定
観

念
に
と
ら
わ
れ
ず
、

夢
中
に
な
れ
る
こ

と
を
見
つ
け
て
、

自
分
ら
し
く
楽
し

く
生
き
る
こ
と
を

話
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
落
語

家
の 
桂 
か
つ
ら 
三  
風 
さ
ん

さ
ん 
ぷ
う

に
よ
る
落
語
、
ソ

プ
ラ
ノ
歌
手
の 
山 
や
ま

 
本  
久  
代 
さ
ん
と
ピ

も
と 
ひ
さ 

よ

ア
ニ
ス
ト
の 
江  
村 
え 

む
ら

 
華  
織 
さ
ん
に
よ
る

か 

お
り

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

が
催
さ
れ
ま
し
た
。

ピアニストの江村華織さん（左）、ソプラノ歌手の山本久代さん（中）、
落語家の桂三風さん（右）

大阪府和泉市教育長 馬越かよ子氏



13 市報にいみ 第２ ３号February 2007

　

故  
三  
上  
文  
夫   
氏

み 

か
み 

ふ
み 

お

　

元
岡
山
県
新
見
市
立
法
曽
小
学

校
長
三
上
文
夫
氏
（
法
曽
・
平
成

　

年　

月
９
日
死
去
）
に
、
こ
の

１８

１０

度
正
七
位
瑞
宝
単
光
章
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

　

三
上
氏
は
、
昭
和　

年
３
月
に

１３

岡
山
県
立
青
年
学
校
教
員
養
成
所

を
卒
業
後
、
岡
山
県
上
房
郡
川
面

女
子
青
年
学
校
お
よ
び
岡
山
県
上

房
郡
昭
和
尋
常
高
等
小
学
校
に
赴

任
さ
れ
、
教
職
の
道
を
歩
み
始
め

ら
れ
ま
し
た
。
以
後
、
主
に
旧
新

見
市
・
阿
哲
郡
の
小
中
学
校
に
勤

務
さ
れ
、
昭
和　

年
４
月
か
ら
新

４９

見
市
立
法
曽
小
学
校
の
校
長
に
就

任
さ
れ
ま
し
た
。
校
長
在
任
中
は
、

会
報
「
ほ
う
そ
」
の
創
刊
や
、
創

立
百
周
年
記
念
誌
の
発
刊
に
尽
力

さ
れ
、
昭
和　

年
３
月
に
退
職
さ

５２

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
退
職
後
は
、
法
曽
幼
児

園
長
、
法
曽
振
興
会
長
を
歴
任
さ

れ
、
地
域
振
興
お
よ
び
教
育
の
充

実
・
発
展
に
尽
力
し
、
多
大
な
貢

献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

故  
浅  
井  
完  
訓  
氏

あ
さ 

い 

さ
だ 

の
り

　

元
哲
西
町
収
入
役
の
浅
井
完
訓

氏
（
哲
西
町
大
竹
・
平
成　

年　
１８

１１

月　

日
死
去
）
に
、
瑞
宝
双
光
章

１７
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

浅
井
氏
は
、　

年
余
の
永
き
に

３２

わ
た
り
、
野
馳
村
、
哲
西
町
職
員

と
し
て
務
め
ら
れ
、
昭
和　

年
に

６１

哲
西
町
収
入
役
に
選
任
さ
れ
ま
し

た
。
以
後
平
成
６
年
ま
で
２
期
８

年
間
に
わ
た
り
、
会
計
処
理
の
責

任
者
と
し
て
、
ま
た
、
町
長
の
補

佐
役
と
し
て
社
会
福
祉
の
向
上
に

寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
収
入
役
退
任
後
は
社
会

福
祉
法
人
哲
西
町
社
会
福
祉
協
議

会
事
務
局
長
を
務
め
ら
れ
、
地
域

住
民
と
行
政
と
の
調
整
役
と
し
て

も
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
平
成　

年
か
ら
３
年

１５

間
、
老
人
ク
ラ
ブ
「
白
寿
会
」
の

会
長
を
務
め
ら
れ
、
組
織
の
育
成

と
地
域
の
活
性
化
に
も
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

叙
位
叙
勲

　

生
前
の
功
績
が
讃
え
ら
れ
、
故 
三
上
文
夫
氏
（
法
曽
）
に
正
七
位
瑞
宝

単
光
章
が
、
故 
浅
井
完
訓
氏
（
哲
西
町
大
竹
）
に
瑞
宝
双
光
章
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
、
障
害
者
基
本
法
に
基

づ
く
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
長
期

的
な
基
本
計
画
、
並
び
に
障
害
者

自
立
支
援
法
に
基
づ
く
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
関
す
る
計
画

を
総
合
的
に
ま
と
め
た
「
新
見
市

障
害
者
福
祉
計
画
」
を
策
定
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

つ
い
て
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん

か
ら
広
く
意
見
を
募
集
し
、
考
慮

し
た
う
え
で
計
画
を
策
定
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

公
表
の
方
法

「
新
見
市
障
害
者
福
祉
計
画

（
案
）」
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
る
ほ
か
、
市
役
所

本
庁
の
社
会
福
祉
課
、
各
支
局
市

民
福
祉
課
、
各
市
民
セ
ン
タ
ー
に

備
え
付
け
て
い
ま
す
。

○
新
見
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

h
ttp
://w

w
w
.city

.n
iim
i.o
k

a
y
a
m
a
.jp
/

 

意
見
・
情
報
の
提
出
に
つ
い
て

　

ご
意
見
の
提
出
方
法
は
、
所
定

の
様
式
に
よ
り
、
電
子
メ
ー
ル
、

郵
便
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
の
う
ち
い

ず
れ
か
で
お
願
い
し
ま
す
。

【
提
出
先
】

①
郵
便
の
場
合

　

〒
７
１
８
�
８
５
０
１

　

新
見
市
新
見
３
１
０
�
３

　

新
見
市
役
所
社
会
福
祉
課

②
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
の
場
合

　

新
見
市
役
所
社
会
福
祉
課

　

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
�
０
０
８
５
）

③
電
子
メ
ー
ル
の
場
合

　

s-fu
k
u
sh
i@
c
ity
.n
iim
i.o
k
a

y
a
m
a
.jp

※
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
電
子
メ
ー
ル

の
場
合
に
は
、
件
名
に
必
ず
「
障

害
者
福
祉
計
画
意
見
公
募
」
と
明

記
し
て
く
だ
さ
い
。

 

意
見
・
情
報
の
募
集
期
間

　

２
月　

日
�
ま
で

１９

※
な
お
、
郵
便
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、

電
子
メ
ー
ル
と
も
２
月　

日
�
必

１９

着
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

 

提
案
い
た
だ
い
た
意
見
等
の 

 

考
慮
お
よ
び
公
表
に
つ
い
て

①
ご
提
案
い
た
だ
い
た
意
見
等
を

考
慮
し
て
「
新
見
市
障
害
者
福
祉

計
画
」
に
つ
い
て
意
思
決
定
を
行

い
ま
す
。

②
「
新
見
市
障
害
者
福
祉
計
画
」

に
つ
い
て
、
意
志
決
定
を
行
っ
た

と
き
は
、
提
案
い
た
だ
い
た
意
見

等
に
対
す
る
市
の
考
え
方
を
、
ま

た
修
正
し
た
と
き
は
そ
の
修
正
内

容
を
、
今
回
の
案
等
の
公
表
方
法

と
同
じ
方
法
で
一
定
期
間
公
表
し

ま
す
。

　

な
お
、
意
見
等
を
い
た
だ
い
た

方
宛
に
個
別
の
連
絡
は
し
ま
せ
ん

の
で
、
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
本
手
続
き
は
、
い
わ
ゆ

る
住
民
投
票
の
よ
う
な
案
の
賛
否

を
問
う
も
の
で
は
な
い
た
め
、
賛

否
の
結
論
だ
け
を
示
し
た
意
見
等

に
は
、
市
の
考
え
方
を
示
さ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　

（
�
�
６
１
２
６
）

ご意見を募集しています
「新見市障害者福祉計画（案）」について
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助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教諭諭諭諭諭諭諭諭諭諭諭諭諭諭諭諭諭諭諭諭諭諭諭諭諭諭諭諭諭諭諭諭助教諭 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等講師等ののののののののののののののののののののののののののののののののの
履履履履履履履履履履履履履履履履履履履履履履履履履履履履履履履履歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書履歴書 を
受け付けています

　

幼
稚
園
・
小
学
校
・
中
学
校
の
助
教
諭
、
講
師
、
養
護
助
教

諭
、
臨
時
学
校
栄
養
職
員
、
臨
時
事
務
職
員
と
し
て
の
採
用
を

希
望
さ
れ
る
人
は
、
履
歴
書
を
新
見
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育

課
へ
お
届
け
く
だ
さ
い
。

　

市
内
の
各
学
校
・
幼
稚
園
で
講
師
等
が
必
要
に
な
っ
た
時
、

免
許
の
種
類
や
教
科
に
応
じ
て
採
用
の
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

な
お
、
履
歴
書
は
市
販
の
も
の
で
結
構
で
す
。
教
員
免
許
を

お
持
ち
の
人
は
、
そ
の
旨
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

　

履
歴
書
は
、
持
参
・
郵
送
の
ど
ち
ら
で
も
受
け
付
け
て
い
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
７
１
８
�
８
５
０
１　

新
見
市
新
見
３
１
０
�
３

　

新
見
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　

（
�
�
６
１
４
６
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
�
５
５
０
１
・
電
子
メ
ー
ルg

-k

y
o
u
ik
u
k
a
@
city
.n
iim
i.o
k
a
y
a
m
a
.jp

）

　新見市選挙管理委員会では、平成��年�月�

日登録の選挙人名簿および在外選挙人名簿、並

びに平成��年�月�日現在で調製した農業委員

会委員選挙人名簿を次のとおり縦覧に供します。

　この縦覧は、選挙人の異議申し出の機会を保

障し、登録漏れや無資格者の登録、記載事項の

誤りといったことを防止するためのものです。

■選挙人名簿・在外選挙人名簿

【縦覧期間】

　�月�日�～�日�　�時��分～��時

■農業員会委員選挙人名簿

【縦覧期間】

　�月��日�～�月�日�　�時��分～��時

■縦覧場所・問い合わせ先

　新見市選挙管理委員会事務局

　（������）

縦覧が行われます

　今年は、全国一斉に統一地方選挙が行われる

年です。県内では、�月に岡山県議会議員選挙

が行われることになっています。

　この選挙に立候補を予定している方を対象に、

立候補手続きや選挙公営制度等の説明会を開催

します。立候補を予定している方はご出席くだ

さい。

■日時　�月��日� ��時��分～

■場所　まなび広場にいみ�階学習室

■その他

　当日は、立候補届出用紙等をお渡ししますの

で、印鑑をご持参ください。

■問い合わせ先

　新見市選挙管理委員会事務局（������）

●●●●●選挙人 名 簿

岡山県議会議員選挙（新見市選挙区）

立候補予定者
説明会
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就
農
準
備
講
座
（
ピ
オ
ー
ネ
コ
ー
ス
）
受
講
生
募
集

　

新
見
と
い
え
ば
ピ
オ
ー
ネ
。
よ

り
一
層
の
ピ
オ
ー
ネ
生
産
振
興
の

た
め
、
新
た
に
ピ
オ
ー
ネ
の
栽
培

に
取
り
組
む
人
を
対
象
に
技
術
講

座
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

■
受
講
資
格

・
新
た
に
ピ
オ
ー
ネ
栽
培
を
始
め

る
人
、
ま
た
は
基
礎
技
術
習
得

を
望
む
人
で
、
家
庭
用
で
は
な

く
販
売
を
目
的
に
取
り
組
む
意

欲
の
あ
る
人

・
年
間
通
じ
て
参
加
の
可
能
な
人

・
現
地
集
合
で
き
る
人

■
参
加
費　

無
料

※
一
部
実
費
が
必
要
な
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

■
場
所

　

豊
永
「
ピ
オ
ー
ネ
交
流
館
」
周

辺
■
講
師

　

ピ
オ
ー
ネ
栽
培
農
家
、
新
見
農

業
普
及
指
導
セ
ン
タ
ー
職
員

■
内
容
（
年
間
６
回
程
度
）

　

年
間
を
通
じ
て
栽
培
管
理
の
ポ

イ
ン
ト
に
な
る
時
期
に
果
樹
園
に

入
り
、
作
業
実
習
し
ま
す
。

　

３
月　

植
付
け

　

６
月　
 
花  
穂 
整
形
、
誘
引

か 

す
い

　

７
月　

房
づ
く
り
、
袋
掛
け

　

９
月　

収
穫
、
出
荷
調
整

　
　

月　

土
づ
く
り

12

　

２
月　

せ
ん
定

■
応
募
締
切　

２
月　

日
�

28

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

新
見
農
業
普
及
指
導
セ
ン
タ
ー

　

（
�
�
９
１
７
８
）

　

農
林
課
農
業
畜
産
振
興
係

　

（
�
�
６
１
３
３
）

　新見市結婚推進委員会では、結婚適齢者の出

会いの場を提供する事業として、イベントを開

催します。

　幸せへの第一歩を踏み出すにはまずは申し込

みを。チャンスは自分の手でつかんでください。

　くわしくはお問い合わせください。

■開催日　�月�日�

■会場　新見市内（参加者に連絡）

■募集対象　��歳～��歳の独身女性

■募集人数　先着��人

■参加費　�千円

■内容

　ハーブクッキング、アロマキャンドル作り

■申込期限　�月��日�

■申し込み・問い合わせ先

　農林課農業畜産振興係（������）

　住民票、印鑑証明の交付を、休日や時間外に

市役所本庁舎正面玄関横にある自動交付機で受

けることができます。くわしくはお問い合わせ

ください。

■利用時間　�時～��時　※年末年始を除く

■利用方法

　自動交付機を利用するためには、住民基本台

帳カードが必要です。

■住民基本台帳カードの発行

　カードの交付を希望する人は、顔写真付きの

身分証明書（運転免許証等）と印鑑を用意し

て、市役所本庁舎市民課窓口、または各支局

市民福祉課でお申し込みください。

■問い合わせ先

　市民課市民係（������）

�幸せへ幸せへ のの 第一歩第一歩

 
ピ
オ
ー
ネ
栽
培
を

始
め
ま
せ
ん
か 

住民票・印鑑証明を交付
証明書自動交付機 出会いイベント�

　　　　　募集�女性参加者�女性参加者�女性参加者�
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�月
■会場　まなび広場にいみ　�階パソコン教室

■参加費　�,���円　※テキスト代は別途必要

■定員　��人　※申込多数の場合は抽選

■申込方法　講座名（さわってみよう楽しいパソコン

�月・昼の部または夜の部）、郵便番号、住所、氏名、

性別、年齢、電話番号を記入して、はがきまたはＦ

ＡＸでお申し込みください。また、まなび広場にい

み受付に申込用紙がありますので、こちらもご利用

ください。

　※電話では受付できません。

■申込締切

　【昼の部】�月�日�　 【夜の部】�月��日�

■申し込み・問い合わせ先

　〒���－���� 新見市新見���－�

　教育委員会生涯学習課（������・ＦＡＸ�����）

　教育委員会生涯学習課は、パソコン講座「さわって

みよう楽しいパソコン�月」を開講します。初心者向

けのやさしい講座ですので、お気軽にご参加ください。

■内容

【昼の部・夜の部】

　インターネットと簡単な文書入力に挑戦（�回連続）

■対象　はじめてパソコンに挑戦したい人

■日時

　【昼の部・��時～��時】

　　�月��日�、��日�、��日�

　【夜の部・��時��分～��時��分】

　　�月��日�、��日�、��日�

パソコン講座�パソコン講座�
●●●●●●●●●●ま な び 広 場 に い み 主 催

お貸ししますお貸しします
AED（自動体外式除細動器）
　新見市消防本部では、市内で開催さ

れるイベント等に参加する人が、万

が一、心肺停止状態に陥った場合に

備えるため、イベント等の主催者

にＡＥＤ（自動体外式除細動器）

の貸し出しを行います。

　このＡＥＤは、心肺停止状態

に陥った際に、除細動（心臓へ

の電気ショック）が必要かどう

かを判断し、救命の手順を音声

で指示する器械です。平成��年�

月から、医療に従事していない一般の人

による使用も可能になりました。

　なお、貸し出しには申請書の提出が必要です。また、貸出中の

場合もありますので、まずは消防本部へお問い合わせください。

■貸出条件

　医療従事者、または普通・上級救命講習等の講習を終了した人

が、イベント開催中にその会場等にいること

　※普通救命講習は、新見市消防本部が実施しています。

■貸出期間　原則�日以内

■貸出料　無料

■ＡＥＤの設置公共施設

　※貸出用以外です。今後も設置箇所を増やす予定です。

　◎市役所本庁舎、保健福祉センター、まなび広場にいみ、新見

市民体育館、新見公立短期大学・正田公民館・神代診療所・

新見消防署各分署に各�台

　◎げんき広場にいみ　�台

　◎新見消防署　�台

■問い合わせ先

　新見市消防本部（������）

新見公立短期大学幼児教育学科
第��回表現発表会

にいみこども
フ ェスタ２００７

　新見公立短期大学幼児教育学科は、

第��回表現発表会を開催します。

　お子さまを対象とした催し物です

が、大人の方にも楽しんでいただけ

る舞台です。ご家族おそろいでご来

場ください。

■入場料　無料

■プログラム

・創作ダンス「忍者☆参上！！」

・ミュージカル「しらゆき姫」

・歌「あ～した天気にな～れ」

・劇「はなさかじいさん」

・その他　手遊び、歌遊びなど

※当日は親子室も用意しています。

■問い合わせ先

  新見公立短期大学（������）

�月��日（土）
まなび広場にいみで開催

�回公演 ��：��～��：��  ��：��～��：��
（開場はいずれも��分前）

エー　   イー　 ディー
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■申込方法　入居希望者は、�月��日�までに、都市整備課に備え付けの用紙でお申し込みください。

　※申し込みに際しては、所得制限等がありますので、くわしくはお問い合わせください。なお、入居決

定については、抽選とします。

■問い合わせ先　都市整備課都計・住宅係（������）

■団地名および募集戸数

市営住宅 入居者募集

その他家　　賃募集
戸数面積構造規模団　地　名

単身者不可 ������円（定額）1��� ���
木造平屋建�ＬＤＫ
（平成��年建）

千谷（大佐小阪部）
特定公共
賃貸住宅

市営住宅の入居者を次のとおり募集します。

雑紙回収を始めています

ざつ　　がみ

　市では、昨年の�月から「雑紙（ざつがみ）」の回収を始めています。雑紙を分別し資源ごみに出して、

燃えるごみを減らしましょう。雑紙は、古紙の日に雑誌の間に入れるか、紙袋に入れてひもでしばって出

してください。

　くわしくは、生活環境課にお問い合わせいただくか、市ホームページをご覧ください。

　（市ホームページ　������������	�
��		�	���
����������������）

■問い合わせ先　生活環境課環境保全係（������）

古紙のゆくえ
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●提案＆お便りの送り方
・１月号で配布した専用用紙ま
たは官製はがきに、①提案②
住所③氏名④年齢⑤電話番号
を書いてお送りください。
・専用用紙は、折りたたむと封
書になります。切手をはらず
にポストに入れてください。
（今年の３月末まで使用でき
ます）
・住所、氏名の記入がないもの
は「市報にいみ」に掲載しま
せんのでご了承ください。
・ファックス、電子メールでも
受け付けています。ファック
ス、電子メールも「提案＆お
便り」係に届きます。

●送付先
　〒７１８－８５０１
　新見市新見３１０－３
　新見市役所企画課
　「提案＆お便り」係
・FAX　72－6243
・電子メール
　idea@city.niimi.okayama.jp

ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

年
か
ら
の
事
業
が
定
着
し
て

お
り
、
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
達
の

パ
ン
の
販
売
も
手
応
え
を
感

じ
ま
し
た
。
今
後
も
、
地
産

地
消
運
動
は
官
民
一
体
と
な

っ
て
の
活
動
が
必
要
だ
と
思

い
ま
す
。

　

も
う
ひ
と
つ
私
に
は
、
長

年
続
け
て
い
る
仕
事
が
あ
り

ま
す
。
平
成
６
年
か
ら
ヘ
ル

パ
ー
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

今
は
哲
西
町
ヘ
ル
パ
ー
協
議

会
で
、
独
居
老
人
の
安
否
確

認
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

私
の
訪
問
を
首
を
長
く
し
て

待
っ
て
く
だ
さ
っ
て
お
り
、

私
の
大
き
な
喜
び
で
す
。

　

新
見
市
の
高
齢
化
率
は　
３３

％
で
す
。
公
的
支
援
だ
け
で

な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ニ
ー
ズ

に
あ
っ
た
や
さ
し
い
手
が
差

し
伸
べ
ら
れ
た
ら
と
思
い
ま

す
。
今
日
も
市
内
を
走
り
回

っ
て
い
る
私
で
す
。

 久  岡   郁 代   さん

ひさ おか いく よ

［哲西町矢田・��歳・こめ工房勤務］

　

津
山
か
ら
嫁
い
で　

年
。

３５

７
人
の
孫
に
囲
ま
れ
、
賑
や

か
な
お
正
月
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

今
は
こ
め
粉
パ
ン
の
販
売

に
携
わ
っ
て
お
り
、
昨
年
県

民
局
の
事
業
で
Ｊ
Ａ
阿
新
の

宝
塚
店
の
対
面
販
売
に
行
き

ま
し
た
。
２
階
の
「
花
の
み

ち
」
の
担
当
で
、
広
い
通
路

に
新
鮮
野
菜
が
安
価
で
売
ら

れ
、
隣
の
レ
ス
ト
ラ
ン
は
昼

食
時
に
行
列
が
で
き
て
い
ま

し
た
。
Ｊ
Ａ
阿
新
の
平
成　
１０

『今日を生きる』

場
合
は
、
用
紙
下
の
匿
名
希
望
の
欄
の

「
は
い
」
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
住
所
、
氏
名
の
記
入
が
な
い

も
の
は
「
市
報
に
い
み
」
に
掲
載
し
ま

せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

み
な
さ
ん
か
ら
の
お
便
り
で
つ
く

る
「
提
案
＆
お
便
り
」
コ
ー
ナ

ー
で
す
。

　

市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
、
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
の
提
案
や
市
政
に
つ
い
て

の
ア
イ
デ
ア
、
意
見
・
要
望
な
ど
を
お

寄
せ
い
た
だ
き
、
一
部
を
こ
の
コ
ー
ナ

ー
で
紹
介
し
ま
す
。
日
頃
の
く
ら
し
の

中
で
、
思
う
こ
と
や
気
づ
い
た
こ
と
な

ど
で
も
結
構
で
す
。
お
気
軽
に
お
便
り

く
だ
さ
い
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
も
の
に
つ
い
て

は
、市
長
か
ら
回
答
い
た
し
ま
す
の
で
、

住
所
、
氏
名
は
必
ず
明
記
し
て
く
だ
さ

い
。「
市
報
に
い
み
」
に
掲
載
す
る
場

合
は
、
匿
名
の
扱
い
も
し
ま
す
。
そ
の
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 石  元   文 子   さん（��歳）

いし もと あや こ

（旧姓：柴田）　　　 　　

千葉市緑区
（千屋花見出身）

が
楽
し

み
で
す
。

　

田
舎
に
は
年
に

１
回
は
帰
省
し
、

両
親
の
墓
参
り
や
兄
、
姉
妹
と
再

会
す
る
の
も
楽
し
み
で
す
。
昔
と

比
べ
道
路
が
整
備
さ
れ
、
交
通
の

便
が
大
変
よ
く
な
り
ま
し
た
。
中
学
校
時
代

山
道
を
１
時
間
か
け
て
通
学
し
た
こ
と
や
新

見
高
校
時
代
の
寮
生
活
な
ど
、
今
で
は
懐
か

し
い
思
い
出
で
す
。

　

豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
水
の
お
い
し
い
千

屋
花
見
は
、
何
十
年
た
っ
て
も
私
の
故
郷
で

す
。

早
い
も
の
で
、
故
郷
を
離
れ
て　

年
経

４２

ち
ま
し
た
。
子
供
は
２
人
で
す
。
長

女
は
結
婚
し
て
２
人
の
子
供
に
恵
ま
れ
、
次

女
は
昨
年
大
学
を
卒
業
し
自
立
。
現
在
は
夫

婦
２
人
の
生
活
で
す
。
夫
は
定
年
退
職
後
、

非
常
勤
と
し
て
勤
務
し
て
お
り
、
私
は
子
育

て
す
る
傍
ら
学
校
や
地
域
の
活
動
に
従
事

し
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

自
宅
の
庭
先
で
花
の
栽
培
や
家
庭
菜
園
を

し
て
お
り
四
季
折
々
の
花
が
楽
し
め
、
ま
た

野
菜
、
果
物
が
収
穫
で
き
ま
す
。
県
内
に
住

ん
で
い
る
４
歳
の
孫
は
み
か
ん
を
と
る
こ
と

が
大
好
き
で
、
自
分
で
と
っ
て
帰
り
ま
す
。

今
は
子
供
や
孫
達
の
元
気
な
姿
を
見
る
こ
と

南 か ら

★

　First of all, I would like to wish all the best for the 
NewYear.  I hope Niimi will enjoy good weather and 
prosperity for 2007.
　I have only been here in Niimi for the past 4 months 
but find it a very heartful and friendly city.  Teaching 
in the elementary schools gives me great satisfaction 
and joy.  The school children are bright, charming and 
thoughtful.  There is an easy going feeling in the 
schools that I havn't experienced elsewhere.  The 
teachers are caring and enthusiastic and give the 
children much encouragement.  There is a lot of 
humour in the classrooms and the children are able to 
organize themselves very well.
　Niimi city is blessed with an abundance of nature, 
clean water and pure air.  The friendly atmosphere is 
welcoming for foreigners here.  I particularly enjoyed 
the changing colours of the leaves this past fall. It 
reminded me of my home in Quebec, Canada.  My 
children enjoy the snow and feel lucky to be able to 
try the ski hill in Chiya.
　Considering how crowded and hectic other areas in 
Japan are, I feel lucky and happy to be able to live in 
such a peacefull and pretty city.

北

か

ら

第　

通
��

Across
  Borders

国境を�
　こえて�

マ
リ
ー
ザ 
デ
ュ
マ
ス

カ
ナ
ダ
・
オ
ン
タ
リ
オ
州
オ
タ
ワ
出
身

草
間
台
小
・
豊
永
小
、
足
見
小
、
井
倉
小
、

明
新
小
、
唐
松
小
、
正
田
小
に
勤
務

筆
者
は
前
列
左

　今年は最高に良い年になるといいですね。2007年
は新見市が良い天候と繁栄に恵まれることを望みます。
　新見に来てまだ4か月ほどですが、とても心の温かい
友好的な町であると感じています。市内の小学校で英
語を教えることで、すばらしい満足感と楽しさを得る
ことができます。子どもたちは明るく、魅力的で思い
やりがあります。学校には、私が他に経験したことの
ないような、ゆったりとした雰囲気があります。先生
たちは思いやりがあり、熱心で、子どもたちにやる気を
起こさせます。教室はユーモアがいっぱいで、子ども
たち同士でとてもうまくやっています。
　新見市は豊かな自然、きれいな水、そして澄んだ空気
に恵まれています。ここでは友好的な雰囲気が外国人
を歓迎してくれます。特に昨年秋には紅葉を楽しみま
した。カナダのケベックの紅葉を思い起こさせてくれ
ました。私の子どもたちは雪を楽しみ、幸運にも千屋
でスキーをすることもできます。
　混み合っていて大忙しの日本の他地域を考えれば、
私は新見みたいな平和的でかわいらしい町に住むこと
ができて、ラッキーで幸せだと感じています。
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大人として決意を新たに
◆新見市成人式

　�月�日、まなび広場にいみで「新

見市成人式」が開催され、���人が参加

しました。今年は、新成人で構成され

た新見市成人式実行委員会が、企画か

ら運営までを自分たちの手で行い、式

典終了後は、中学校の恩師からのビデ

オレター上映や、新見市について出題

されるクイズに、携帯電話を使って答

えるコーナーが催されました。参加者

たちは華やかな着物やスーツに身を包

み、大人としての決意を新たにしてい

ました。

入賞作品３３点を表彰
◆もみじのフォトコンテスト

　�月��日、新見もみじの会が主催

（新見市教育委員会後援）する「も

みじのある風景フォトコンテスト表

彰式」が、まなび広場にいみで開催

されました。これは同会が、市内で

撮影した美しいもみじの写真を募集

したところ、���点の応募があり、入

賞作品��点を表彰したものです。最

優秀賞には、 小  割  美  代  子 さん（長屋）
こ わり み よ こ

が輝きました。なお、入賞作品は、

�月�日までと、�日から��日ま

で、市内のショッピングセンターに

展示されます。
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日頃の練習の成果を発揮
◆少年少女剣道大会

　�月��日、本郷小学校体育館で「少

年少女剣道大会」が開催されました。

新見市体育協会哲多支部が、子どもた

ちに日頃の練習の成果を発揮してもら

うために開いたもので、哲多町内に住

む小中学生の剣士��人が参加し、�部

門に分かれてリーグ戦方式で競技が行

われました。指導者や保護者が見守る

なか、会場には子どもたちの「面！」

という勇ましいかけ声と、竹刀のぶつ

かり合う音が響いていました。

親子のふれあいを深める
◆スキー場で雪遊び

　�月��日、千屋花見のいぶきの里ス

キー場で、備北青年の家主催事業「雪

遊びで冬満喫！」が開催されました。

これは親子でスキーやスノーボードに

挑戦して技術の習得を図るとともに、

冬の自然を満喫し、親子のふれあいを

深めることを目的として企画されたも

のです。参加した人たちはほとんどが

初心者ということで、インストラク

ターに指導してもらいながら雪と格闘

していました。

134人が市街地を力走
◆新春ロードレース大会

　�月�日、「第��回新見市新春ロー

ドレース大会」が開催されました。ま

なび広場にいみをスタートして市街地

を走るコースで、小学生から大人ま

で、�つの部門に���人が参加しまし

た。選手達は寒風の吹きすさぶ中、沿

道の人からの声援を受けながら、力強

くコースを走り抜けました。ゴール付

近では、選手や応援の人たちに、温か

い甘酒や豚汁が振る舞われました。



市報にいみ 第２ ３号
February 2007 22

ココココココココココララララララララララムムムムムムムムムムコラム メタボリックシンドローム
（内臓脂肪症候群）を予防しよう！

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
は
、

命
に
か
か
わ
る
病
気
へ
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ま
ず
腹
囲
を
お
へ
そ
の
高
さ
で

測
り
、
男
性
で　

㎝
以
上
、
女
性

８５

で　

㎝
以
上
の
人
で
、
次
の
①
②

９０
③
の
内
、
２
つ
以
上
に
該
当
す
る

と
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

と
診
断
さ
れ
ま
す
。

 

内
臓
脂
肪
型
肥
満
を
予
防 

 

す
る
食
生
活
の
ポ
イ
ン
ト
！

●
�
日
�
食
、
規
則
正
し
く
食
べ

よ
う

　

朝
食
抜
き
で
昼
に
ま
と
め
て
、

ま
た
昼
抜
き
で
夜
に
た
く
さ
ん
と

い
う
食
べ
方
は
、
体
が
飢
え
に
備

　

今
回
は
、
食
生
活
の
ポ
イ
ン
ト

を
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
運
動

や
禁
煙
な
ど
も
内
臓
脂
肪
型
肥
満

を
予
防
す
る
た
め
に
大
切
で
す
。

　

今
日
か
ら
内
臓
脂
肪
を
た
め
な

い
生
活
を
は
じ
め
ま
し
ょ
う
。

■
健
康
づ
く
り
課

　

（
�
�
６
１
２
９
）

●献血

※��歳～��歳の人は、��歳～��歳までの間に献血の経験がある人に限
られます。
※身分確認ができる物をお持ちください。
※詳細は新見市保健事業年間計画表を確認してください。

時　　間会　　場曜日月　日

�：��～��：��神郷保健センター火�月��日

��：��～��：��健 康 の 森 学 園
木�月��日

��：��～��：��哲 多 支 局

え
よ
う
と
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
蓄

え
や
す
く
な
り
ま
す
。

●
よ
く
噛
ん
で
食
べ
よ
う

　

早
食
い
は
、食
べ
も
の
を
消
化
・

吸
収
し
な
い
う
ち
に
ど
ん
ど
ん
詰

め
込
ん
で
し
ま
い
、
食
べ
過
ぎ
を

招
く
原
因
に
な
り
ま
す
。

●
腹
八
分
目
を
守
ろ
う

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
オ
ー
バ
ー
を
防
ぐ

に
は
「
も
う
少
し
食
べ
た
い
」
で

や
め
ま
し
ょ
う
。

●
食
事
を
意
識
し
て
楽
し
も
う

　

何
か
し
な
が
ら
食
べ
る
と
、
ど

の
く
ら
い
食
べ
た
の
か
分
か
り
に

く
く
、
満
腹
感
も
少
な
い
の
で
無

意
識
の
う
ち
に
食
べ
過
ぎ
て
し
ま

い
ま
す
。

●
バ
ラ
ン
ス
良
く
食
べ
よ
う

　

好
き
な
も
の
ば
か
り
を
食
べ
て

い
る
と
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ

て
し
ま
い
ま
す
。
色
々
な
食
品
か

ら
栄
養
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

●
就
寝
３
時
間
前
ま
で
に
食
事
を

済
ま
せ
よ
う

　

食
べ
て
す
ぐ
寝
る
と
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
た
め
込
み
や
す
く
な
り
ま

す
。
夜
遅
く
食
事
を
す
る
場
合
は

で
き
る
だ
け
軽
め
に
し
ま
し
ょ
う
。

①血清脂質
・中性脂肪値１５０�/�以上
・ＨＤＬコレステロール値４０�/�未満
※両方またはいずれか
②血圧
・最高血圧１３０�Hg以上
・最低血圧８５�Hg以上
※両方またはいずれか
③血糖
・空腹時血糖値１１０�/�以上

　

昨
年
の
流
行
語
の
ひ
と
つ
と
な

っ
た
「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ

ー
ム
」
と
は
、
肥
満
、
な
か
で
も

お
腹
の
内
臓
の
ま
わ
り
に
脂
肪
が

つ
く
「
内
臓
脂
肪
型
肥
満
」
の
人

が
、
脂
質
代
謝
異
常
（
高
脂
血
症
）

や
血
圧
高
値
（
高
血
圧
）、
高
血

糖
（
糖
尿
病
）
の
い
ず
れ
か
�
つ

以
上
を
併
せ
持
っ
て
い
る
状
態
の

こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
主
に
、
不
健
康
な
食

事
や
運
動
不
足
な
ど
の
生
活
習
慣

か
ら
起
こ
る
も
の
で
す
が
、
早
期

の
段
階
で
ほ
と
ん
ど
自
覚
症
状
が

な
い
た
め
、
静
か
に
進
行
し
て
い

き
ま
す
。
そ
の
ま
ま
放
置
し
て
お

く
と
、
動
脈
硬
化
（
か
ら
だ
の
各

部
へ
血
液
を
運
ぶ
動
脈
が
、
硬
く

な
っ
た
り
、
も
ろ
く
な
っ
た
り
、

つ
ま
っ
た
り
す
る
）
を
引
き
起
こ

し
、
心
臓
病
や
脳
卒
中
と
い
っ
た

命
に
か
か
わ
る
病
気
へ
つ
な
が
り

ま
す
。

　

あ
な
た
は
大
丈
夫
？

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

は
腹
囲
が
基
準
と
な
り
ま
す
。
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検検検検検検検検検検診診診診診診診診診診検診
日日日日日日日日日日程程程程程程程程程程日程

休休休休休休休休休休日日日日日日日日日日休日
診診診診診診診診診診療療療療療療療療療療診療

準準準準準準準準準準夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜間間間間間間間間間間準夜間
診診診診診診診診診診療療療療療療療療療療診療

診療時間はいずれも
午前9時から午後5時までです。

高尾高西町・介護老人保健施設
「くろかみ」内
新見市休日・準夜間診療所
　　　　　　　　　（��０３３４）

担当病院

内　科
高尾高西町・介護老人保健施設「くろかみ」内
新見市休日・準夜間診療所（��０３３４）

歯　科
新見水舟・市役所前
新見市休日歯科診療所（��８０８３）

�月�日（日）

新見市 新見中央病院 ��２１１０
庄原市 こぶしの里病院 �08477-2-5255
真庭市 勝山病院（内・外） �0867-44-3161
真庭市 まつうら医院（内） �0867-42-5686
真庭市 牧原医院（外） �0866-52-2469

�月��日（日）

新見市 太田病院 ��０２１４
庄原市 細川医院 �08477-2-0054
真庭市 河本病院（内・外） �0867-55-2121
真庭市 片岡医院（内） �0867-62-3400

�月��日（月）

新見市 渡辺病院 ��２１２３
庄原市 東城病院 �08477-2-2150
真庭市 近藤病院（内・外） �0867-44-2671
真庭市 まにわ整形外科（外） �0867-42-7300
真庭市 廣恵医院（内） �0866-52-2403

�月��日（日）

新見市 渡辺病院 ��２１２３
庄原市 瀬尾医院 �08477-2-0023
真庭市 落合病院（内・外） �0867-52-1133
真庭市 遠藤クリニック（外） �0867-66-3002

�月��日（日）

新見市 長谷川紀念病院 ��３１０５
庄原市 こぶしの里病院 �08477-2-5255
真庭市 湯原温泉病院（内・外） �0867-62-2221
真庭市 本山医院（内） �0867-52-1551

診 療 日：月～金曜日
休 診 日：毎週土曜日、日曜日、祝祭日
診療時間：１９時～２１時
診療科目：内科、小児科

●ひよこクラス

対象者　２歳未満の乳幼児をもつ保護者、妊婦さん

内　容　座談会

用意するもの　母子手帳

時　　間会　　場曜日月　日

��：��～��：��新見市保健福祉センター月�月��日

受付時間会　　場曜日月　日

��：��～��：��新見市保健福祉センター水�月��日

●小児科医師出前サロン

対象者　乳幼児をもつ保護者、家族

内　容　講話、座談会、個別相談（希望者）

講　師　岡山大学医学部　　小田　慈　教授

申し込み　１週間前までに健康づくり課までお申し込みく

ださい。（健康づくり課　��６１２９）

●離乳食教室 
対 象 児時　間会　場曜日月　日

平成��年�月～�月生��：��～��：��
（受付�：��～）

新見市保健
福祉センター

水
�月�日

平成��年�月～��月生�月�日

対象者　５～１２か月までの乳児をもつ保護者（祖父母の参加も可）

内　容　栄養士の話、調理実習、会食、座談会、身体測定

（希望者）、育児相談（希望者）

用意するもの　母子手帳、エプロン、三角巾、筆記用具、ベ

ビーカー、おんぶひも（可能な人）、参加費（２００円）

定　員　１５人（定員になり次第締め切り）
※参加を希望する人は、教室の１週間前までに健康づくり課（栄養士）
までお申し込みください。（健康づくり課　��６１２９）
※できるだけ兄弟・姉妹の同伴はご遠慮ください。やむを得ず同伴さ
れる場合は、申し込み時にお知らせください。

対象児受付時間会　　場曜日月　日

平成��年�月生��：��～��：��新見市保健福祉センター火�月��日

●乳児健康診査

※内科診察は、��：��からになります。

対象児受付時間会　　場曜日月　日

平成��年7月生��：��～��：��新見市保健福祉センター火�月��日

●1歳6か月児健康診査

対象児受付時間会　　場曜日月　日

平成��年7月生��：��～��：��新見市保健福祉センター火�月�日

●2歳6か月児歯科健康診査

対象児受付時間会　　場曜日月　日

平成��年7月生��：��～��：��新見市保健福祉センター火�月��日

●3歳児健康診査
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に
い
み
雛
ま
つ
り 

雛
人
形
・
晴
れ
着
を
募
集
中

　

に
い
み
御
殿
町
夢
づ
く
り
実
行

委
員
会
は
、
ご
家
庭
で
眠
っ
て
い

る
雛
人
形
や
思
い
出
の
晴
れ
着

（
振
袖
な
ど
）を
集
め
て
展
示
す
る

「
に
い
み
雛
ま
つ
り
」を
開
催
し
ま
す
。

　

ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
、
ぜ
ひ
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

■
開
催
期
間

　

３
月
１
日
�
〜
４
日
�

　
　

時
〜　

時

１０

１７

■
会
場

　

太
池
邸
・
御
殿
町
セ
ン
タ
ー
・

新
見
商
店
街

■
お
願
い

　

ご
家
庭
で
眠
っ
て
い
る
雛
人
形

や
思
い
出
の
晴
れ
着
（
振
袖
な

ど
）
を
出
展
く
だ
さ
い
。

※
雛
人
形
・
晴
れ
着
は
ど
ん
な
も

の
で
も
結
構
で
す
。（
古
い
年
代
の

も
の
歓
迎
）

※
そ
の
他
に
も
「
雛
ま
つ
り
」
に

ふ
さ
わ
し
い
展
示
物
が
あ
れ
ば
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

■
出
展
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

に
い
み
御
殿
町
夢
づ
く
り
実
行

委
員
会

　

（
�
�
３
７
６
７
）

救
急
告
示
病
院
の 

辞
退
に
つ
い
て

　

平
成　

年
度
か
ら
、
夜
間
の
救

１２

急
患
者
・
救
急
搬
送
の
受
け
入
れ

が
可
能
な
救
急
告
示
病
院
の
認
定

を
受
け
て
い
た
渡
辺
病
院
は
、
医

師
の
確
保
が
困
難
な
こ
と
か
ら
、

救
急
告
示
病
院
を
辞
退
さ
れ
ま
し

た
。

　

な
お
、
夜
間
の
救
急
患
者
の
受

け
入
れ
に
つ
い
て
は
、
従
来
ど
お

り
、
渡
辺
病
院
・
新
見
中
央
病
院
・

太
田
病
院
・
長
谷
川
紀
念
病
院
、

ま
た
各
医
院
、
各
診
療
所
な
ど
の

医
療
機
関
が
行
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
づ
く
り
課

　

（
�
�
６
１
２
９
）

財
団
法
人 
田
辺
育
英
会 

奨
学
生
募
集

　

旧
哲
西
町
名
誉
町
民
故
田
辺
哲

崖
氏
の
寄
付
金
を
基
に
設
立
運
営

さ
れ
て
い
る
財
団
法
人
田
辺
育
英

会
で
は
、
平
成　

年
度
の
奨
学
生

１９

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
対
象

　

経
済
的
理
由
に
よ
り
、
修
学
の

目
的
を
達
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
高
等
学
校
・
工
業
高
等
専
門

学
校
・
大
学
・
大
学
院
・
専
修

学
校
専
門
課
程
等
に
進
学
、
在

学
す
る
学
生

■
応
募
資
格

　

岡
山
県
内
に
本
籍
を
有
す
る
学

生
、
ま
た
は　

年
以
上
県
内
に

１０

居
住
す
る
世
帯
の
学
生
で
、
品

行
方
正
・
思
想
穏
健
・
学
業
成

績
優
秀
・
身
体
精
神
健
全
で
あ

っ
て
成
業
の
見
込
み
が
あ
る
人
。

　

た
だ
し
、
他
の
奨
学
金
を
受
け

て
い
な
い
こ
と
が
条
件
。

■
奨
学
金
貸
与
月
額

【
高
等
学
校
】　

１
万
４
千
円

【
短
大
・
工
業
高
等
専
門
学
校
・

専
修
学
校
専
門
課
程
】

　
　
　
　
　
　
　

２
万
５
千
円

【
大
学
】　
　
　

３
万
３
千
円

【
大
学
院
】　
　

３
万
５
千
円

※
無
利
子
で
貸
与

※
償
還
は
卒
業
１
年
後
か
ら　

年
１０

均
等
償
還

■
貸
与
期
間

　

正
規
の
最
短
修
学
年
限

■
応
募
方
法

　

田
辺
育
英
会
事
務
局
で
応
募
書

類
を
受
け
取
り
、
４
月　

日
�

１３

ま
で
に
同
事
務
局
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

■
選
考
方
法

　

５
月
上
旬
に
奨
学
生
選
考
委
員

会
に
お
い
て
選
考
の
う
え
決
定

し
、
本
人
宛
に
通
知
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
７
１
９
�
３
７
０
１ 
新
見
市

哲
西
町
矢
田
３
６
０
４　

Ｎ
Ｐ

Ｏ
き
ら
め
き
広
場
内

　

財
団
法
人
田
辺
育
英
会
事
務
局

　

（
�
�
２
１
４
３
・
電
子
メ
ー
ル

p
o
st@
n
p
o
-k
ira
m
e
k
i.jp

）

財
団
法
人 
岡
山
県
育
成
会 

東
京
寮
の
寮
生
募
集

　

財
団
法
人
岡
山
県
育
英
会
で
は
、

平
成　

年
度
の
東
京
寮
寮
生
を
募

１９

集
し
て
い
ま
す
。

■
岡
山
県
育
英
会
東
京
寮

【
所
在
地
】

　

東
京
都
港
区
高
輪
３
丁
目　

番
１４

　

号　

※
Ｊ
Ｒ
品
川
駅
か
ら
徒

２１歩
約　

分　

�
０
３
�
３
４
４

１０

１
�
３
１
９
５

【
寮
費
年
額
】　
　

万
８
千
円

１６

【
食
費
月
額
】　

２
万
１
千
円

お
し
ら
せ

◆面　積　793.27k㎡
◆ひとのうごき（　）内は前月比較
　総人口　36， 386人（－２０人）
　　　男　17， 332人（－７人）
　　　女　19， 054人（－１３人）
　出生…１７人　　転入…４４人
　死亡…３８人　　転出…４３人
　世帯数　12， 997世帯（＋７世帯）
　（平成１８年１２月末日現在）

ままままままままままままままままままままちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちののののののののののののののののののののすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすががががががががががががががががががががたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたまちのすがたままままままちちちちちちののののののすすすすすすががががががたたたたたたまちのすがた
■固定資産税・都市計画税＜４期＞
■国民健康保険税＜８期＞
■介護保険料＜８期＞

■納付期限／ 2月 2 8 日

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料市税・保険料市市市市市市税税税税税税・・・・・・保保保保保保険険険険険険料料料料料料市税・保険料

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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※
食
事
は
１
日
朝
夕
２
食

■
応
募
資
格

・
岡
山
県
内
に
居
住
す
る
世
帯
の

男
子
学
生
で
、
平
成　

年
４
月

１９

に
東
京
都
お
よ
び
そ
の
周
辺
に

所
在
す
る
大
学（
夜
間
を
含
む
）

の
第
１
年
次
生
と
し
て
入
学

（
ま
た
は
入
学
志
望
）
す
る
人

・
心
身
共
に
健
全
で
共
同
生
活
を

営
み
得
る
人

・
勉
学
に
熱
意
の
あ
る
人

・
寮
費
お
よ
び
食
費
を
支
弁
し
得

る
人

・
独
立
の
生
計
を
営
む
確
実
な
保

証
人
が
あ
る
人

■
募
集
人
数　
　

人
３０

■
応
募
方
法

　

入
寮
希
望
者
は
次
の
書
類
を
整

え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
入
寮
願
…
所
定
の
用
紙
に
自
筆

押
印
の
こ
と

②
履
歴
書
お
よ
び
家
庭
調
書
…
最

近
撮
影
の
写
真
（
縦
３
・
６
セ

ン
チ
、
横
２
・
４
セ
ン
チ
）
を

指
定
欄
に
貼
付

③
調
査
書
…
最
終
学
校
長
証
明
の

も
の

④
健
康
診
断
書
…
平
成　

年
３
月

１９

卒
業
見
込
者
以
外
（
別
紙
様
式

有
）

⑤　

円
切
手
１
枚

８０
※
応
募
に
必
要
な
所
定
の
書
類
は
、

所
属
高
校
ま
た
は
本
会
に
て
お
渡

し
し
ま
す
。

■
入
寮
申
込
書
提
出
期
限

　

２
月　

日
�

２８

※
募
集
定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
、

提
出
期
限
後
も
申
し
込
み
を
受
け

付
け
ま
す
。

■
選
考
方
法

　

書
類
お
よ
び
面
接
選
考
に
よ
り

決
定
し
ま
す
。
面
接
は
３
月
中

旬
予
定
で
、
面
接
選
考
後
入
寮

説
明
会
を
行
い
ま
す
。

■
書
類
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
７
０
０
�
８
５
７
０　

岡
山

市
内
山
下
２
丁
目
４
番
６
号 

岡
山
県
教
育
庁
生
涯
学
習
課
内

　

財
団
法
人　

岡
山
県
育
英
会

　

（
�
０
８
６
�
２
２
６
�
７
５
９
８
）

市
政
バ
ス�
や
ま
び
こ
号
� 

参
加
者
募
集

　

市
内
の
公
共
施
設
を
見
学
し
て

回
る
市
政
バ
ス
�
や
ま
び
こ
号
�

を
運
行
し
ま
す
。

■
実
施
日
時

　

３
月　

日
�

１３

　

９
時　

分
〜　

時

３０

１６

■
見
学
コ
ー
ス
（
予
定
）

　

市
役
所
集
合　

９
時　

分
２０

①
廃
棄
物
処
理
セ
ン
タ
ー

②
法
曽
陶
芸
館

③
新
見
市
消
防
署

④
お
お
さ
総
合
セ
ン
タ
ー

⑤
山
田
方
谷
記
念
館

�
新
見
公
立
短
大

　

市
役
所
着　
　

時
１６

■
対
象
者　

市
内
在
住
の
人

■
募
集
人
員　
　

人
２０

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
先
着
順

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
参
加
者
に

は
後
日
詳
細
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

■
参
加
費　

４
０
０
円

※
昼
食
は
各
自
で
用
意
し
て
く
だ

さ
い
。

■
申
込
方
法

　

官
製
は
が
き
に
、
①
住
所
②
氏

名
③
年
齢
④
性
別
⑤
電
話
番
号

⑥
「
や
ま
び
こ
号
参
加
希
望
」

を
明
記
し
、
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

■
申
込
締
切
日

　

２
月　

日
�
必
着

２８

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
７
１
８
�
８
５
０　

新
見
市

　

新
見
３
１
０
�
３

　

新
見
市
役
所
企
画
課
企
画
広
報

　

係

　

（
�
�
６
１
１
４
）

●こども映画会
　�月��日�　��：��～��：��
　　「のりやすくんの火の用心」
　　「リンちゃんのこうつうあんぜん」
●わらべうたであそぼう
　�月��日�　��：��～��：��
　　伝承のわらべうたで、体を動かしながら楽しく
歌おうよ！

　　指導：岡山わらべうたの会代表　脇本幸子氏
●早春特別大衆歴史講座
　〈第�回〉
　�月��日�　��：��～��：��
　　「大河ドラマに見る 城と合戦 人と知恵！」
　　講師：元岡山大学教育学部委託講師　石本 彰氏
　※第�回は�月��日�　��：��～��：��予定
●ブックスタート
　�月��日�　��：��～��：��
　　会場：新見市保健福祉センター（金谷）
　　対象：乳児（平成��年�月出生児）と保護者
　　ブックスタートのメッセージを直接乳児と保護
者に伝えながら、絵本などが入ったブックスタ
ートパックをお渡しします。

　※新見ブックスタートの会では、赤ちゃんと保護
者にブックスタート活動ができる人を募集してい
ます。くわしくは、新見図書館までお問い合わせ
ください。
■休館日　�日・��日・��日・��日・��日
※�月��日まで、��：��まで試行開館しています。
ただし、日曜・祝日は��時までです。

ボランティアの募集
　おはなし実演ボランティア、紙芝居・影絵な
どの製作ボランティア、図書などの整理ボラン
ティアを募集しています。くわしくは新見図書
館までお問い合わせください。

●こども映画会
　　�月��日�　��：��～　「マダガスカル」
●おはなし会
　　�月��日� ��：��～
　　　絵本の読み聞かせ、楽しい工作
■休館日　なし
※哲西図書館利用者のための乳幼児一時あずかり
は、第�・第�火曜日の��：��～��：��です。

■休館日　毎週月曜日
※改修工事中のため、�月��日（予定）までは図書
の閲覧・貸出やパソコンの利用はできません。

■休館日　毎週木曜日・��日

 新見図書館 ������

 哲西図書館 ������

風広場おおさ図書コーナー ������

やまびこ広場神郷図書コーナー ������
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国
民
年
金
相
談
の
お
知
ら
せ

　

県
下
の
各
社
会
保
険
事
務
所
や

岡
山
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー
で
は
、

毎
週
月
曜
日
の
年
金
相
談
受
付
時

間
の
延
長
や
、
第
２
土
曜
日
の
年

金
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
月
曜
日
の
年
金
相
談
受
付
延
長

　

受
付
時
間
を　

時
ま
で
延
長

１９

※
た
だ
し
、
祝
祭
日
の
場
合
は
翌

火
曜
日
に
実
施

■
第
２
土
曜
日
の
年
金
相
談
実
施

　

９
時
〜　

時
１６

■
予
約
申
込

・
月
曜
日
の　

時
以
降
や
、
第
２

１７

土
曜
日
の
年
金
相
談
に
つ
い
て

は
、
２
週
間
前
か
ら
予
約
が
で

き
ま
す
。

・
年
金
相
談
を
行
う
各
社
会
保
険

事
務
所
ま
で
電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

・
お
申
し
込
み
の
際
は
、
基
礎
年

金
番
号
、
氏
名
、
生
年
月
日
、

電
話
番
号
、
年
金
相
談
の
内
容

を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
社
会
保
険
事
務
局
高
梁
事

務
所

　

（
�
０
８
６
６
�
２
１
�
０
５
７
２
）

国
際
交
流
ふ
れ
あ
い
デ
イ 

参
加
者
募
集

　

新
見
市
国
際
交
流
協
会
で
は
、

新
見
市
周
辺
在
住
の
外
国
人
と
国

際
交
流
に
興
味
の
あ
る
人
が
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
通
し
友
情
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
国

際
交
流
ふ
れ
あ
い
デ
イ
」
を
開
催

し
ま
す
。

　

国
際
交
流
に
興
味
の
あ
る
人
で
、

参
加
を
希
望
す
る
人
は
、
２
月　
２０

日
ま
で
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

■
開
催
日

　

３
月　

日
�

１８

　

９
時
〜　

受
付

　

９
時　

分
〜　

開
会

３０

　
　

時
終
了
予
定
（
昼
食
あ
り
）

１３
■
会
場

　

新
見
市
憩
い
と
ふ
れ
あ
い
の
公

園
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場

※
雨
天
の
場
合
は
屋
内
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
場
で
行
い
ま
す
。

■
集
合
場
所

　

屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

■
定
員　

先
着
１
０
０
人

■
参
加
料　

無
料

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

新
見
市
役
所
総
務
課
内

　

新
見
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局

　

（
�
�
６
２
０
４
）

新
見
市
体
育
協
会
哲
西
支
部 

ビ
リ
ヤ
ー
ド
大
会
参
加
者
募
集

　

新
見
市
体
育
協
会
哲
西
支
部
で

は
、
健
康
づ
く
り
、
体
力
の
向
上

を
目
指
し
、
参
加
者
の
親
睦
を
深

め
る
こ
と
を
目
的
に
ビ
リ
ヤ
ー
ド

大
会
を
開
催
し
ま
す
。

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�

■
日
時

　

２
月　

日
�

１８

　

８
時　

分
〜　

受
付

３０

　

９
時
５
分
〜　

開
会
式

　

９
時　

分
〜　

競
技
開
始

２０

※
昼
食
は
各
自
で
用
意
し
て
く
だ

さ
い
。

■
会
場

　

哲
西
町
矢
田
４
３
５
１
番
地

　

平
成
の
丘 
憩
い
の
家

■
参
加
条
件

　

新
見
市
哲
西
支
局
管
内
に
在
住
、

ま
た
は
支
局
管
内
に
勤
務
し
て

い
る
人

■
申
込
方
法

　

２
月　

日
�
ま
で
に
、
電
話
ま

１５

た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
新
見
市
体
育
協

会
哲
西
支
部
事
務
局
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

■
競
技
方
法

○
団
体
戦
と
す
る

○
Ｕ
Ｓ
⑨
ボ
ー
ル
に
よ
る
３
人

　

チ
ー
ム
戦
と
す
る

○
１
チ
ー
ム
構
成
（
３
人
）

　

小
・
中
学
生
、
女
性
、
男
性
が

各
１
人

○
２
セ
ッ
ト
先
取
り

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

哲
西
支
局
市
民
福
祉
課
内

　

新
見
市
体
育
協
会
哲
西
支
部
事

務
局

　

（
�
�
２
１
１
２
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
�
２

１
６
８
）

 
方  
谷  
庵 

ほ
う 

こ
く 

あ
ん

　

幕
末
期
の
政
治
家
、
学
者
、
教
育
者
の 
山  
田  
方  
谷 
（
１
８
０

や
ま 

だ 

ほ
う 
こ
く

５
〜
１
８
７
７
）
は
、
文
化
２
年
（
１
８
０
５
）
に 
阿  
賀  
郡  
西 

あ 

が 

ぐ
ん 
に
し

 
方  
村 
（
現
高
梁
市
）
に
生
ま
れ
、
新
見
の
儒
学
者
の 
丸  
川 

が
た 
む
ら 

ま
る 
か
わ 

松 
し
ょ
う 

隠 
い
ん

に
学
ん
だ
後
、
備
中
松
山
藩
で
行
財
政
再
建
に
力
を
注
ぎ
ま
し

た
。
ま
た
、
藩
主 
板  
倉  
勝  
静 
が
幕
府
老
中
に
登
用
さ
れ
る
と
随

い
た 
く
ら 
か
つ 
き
よ

行
し
活
躍
し
ま
し
た
。
明
治
３
年
（
１
８
７
０
）
に
母
の
生
地

の
小
阪
部
に
移
り
住
み
、
私
塾
を
開
い
て
若
者
の
教
育
に
当
た

り
ま
し
た
。

　

大
佐
小
南
の
金
剛
寺
境
内
に
あ
る
方
谷
庵
は
、
昭
和　

年
２

４０

月　

日
に
岡
山
県
指

２４
定
史
跡
に
指
定
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
庵
は
、

山
田
方
谷
が
外
祖
父

母
の
霊
を
弔
う
た
め
、

明
治
５
年
（
１
８
７

２
）
に
母
の
生
家
西

谷
家
の
菩
提
寺
で
あ

る
金
剛
寺
境
内
に
建

て
た
も
の
で
す
。
位

牌
を
祀
る
仏
間
と
、

炉
の
あ
る
床
の
間
を

中
心
と
し
た
茶
室
風

の
建
物
で 
継  
志  
祠  
堂 

け
い 

し 

し 

ど
う

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

市市市市市市市市市市
内内内内内内内内内内
のののののののののの

市
内
の

文
化
財

文 
化 
財

    
め
ぐ
り

め 
ぐ 
り

文
化
財

文 
化 
財

    
め
ぐ
り

め 
ぐ 
り ●
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●市議会議会運営委員会　市本庁舎議員控室  ��：��～
●市議会ラストワンマイル事業調査特別委員会
　市本庁舎議員控室  ��：��～

木2/1
●ひとり暮らし・高齢者の集い
　保健福祉センター (金谷)  ��：��～��：��
●市議会文教常任委員会　市本庁舎議員控室  ��：��～

金2
土3
●民話の集い　きらめき広場・哲西  ��：��～��：��日4
●心配ごと相談　哲多総合センター、萬歳市民センター、新
砥市民センター  �：��～��：��

●市議会市民生活常任委員会　市本庁舎議員控室  ��：��～
月5
●市議会経済建設常任委員会　市本庁舎議員控室  ��：��～火6
●特設人権・行政相談　きらめき広場・哲西  �：��～��：��
●心配ごと相談　新見市総合福祉センター  ��：��～��：��
●市議会総務常任委員会　市本庁舎議員控室  ��：��～

水7
●平成��年第�回（�月）市議会臨時会
　市本庁舎本会議場　��：��～

木8
●特設人権・行政相談　神郷公民館  �：��～��：��
●交通事故相談　新見市総合福祉センター  ��：��～��：��

金9
●友・遊いきいきミニサッカー
　新見市民体育館  �：��～��：��

土10
日11
月12
火13
●特設人権・行政相談　哲多総合センター  �：��～��：��
●出張デイサービス　新郷公民館  ��：��～��：��

水14
●特設人権・行政相談　おおさ総合センター  ��：��～��：��
●寿学級（人権教育講演会）
　きらめき広場・哲西  ��：��～��：��
●岡山県議会議員選挙（新見市選挙区）立候補予定者説明会
　まなび広場にいみ  ��：��～

木15

金16
土17
日18
月19
火20
●心配ごと相談　新見市総合福祉センター  ��：��～��：��
●法律相談（要予約）
　新見市総合福祉センター  ��：��～��：��
●合同相談　新見市総合福祉センター  ��：��～��：��

水21

木22
金23
●にいみこどもフェスタ����（�回公演）
　まなび広場にいみ  ��：��～��：��  ��：��～��：��

土24
日25
●平成��年�月定例市議会開会（予定）
　市本庁舎本会議場  ��：��～

月26
火27
●出張デイサービス　油野公民館  ��：��～��：��水28

木3/1
●ひとり暮らし・高齢者の集い
　保健福祉センター (金谷)  ��：��～��：��

金2
土3
日4
●心配ごと相談　哲多総合センター、萬歳市民センター、新
砥市民センター  �：��～��：��

月5
火6
●心配ごと相談　新見市総合福祉センター  ��：��～��：��水7

新見市西方���番地

（������）

行 事 予 定 月22 ・・ 33

 「 猪  風  来 美術館」
い ふう らい

新見市法曽���番地

（������）

新見美術館

法曽陶芸館
開館時間��：��～��：��
休 館 日�月曜日 ※ただし�／��（月）は開館し、�／��（火）を休館します。

●常設展示観覧料
　一般…���円（���円）　高校生…���円（��円）
　（　）内は��人以上の団体料金

※ただし、中学生以下は入館無料になります。

��������
�月�日�から�月�日�まで開催    

　造形作家の猪風来氏の３０数年にわたる縄文野焼き技法

と、縄文造形創作活動の中で、鳥取県の 妻  木  晩  田 遺跡で
む き ばん だ

の弥生土器復元焼成体験や、南米エクアドルでの野焼き

体験を通し、さらに前に進みたいという気持ちから、穴

窯や登り窯による備前焼へ向かいました。

　今回は、２００４年～２００５年に

備前焼作家の 榊  原  学 氏の工
さかき ばら まなぶ

房で修行し、備前粘土を使っ

て登り窯で創作した作品を展

示します。縄文造形と備前焼

を合体させた作品群をお楽し

みください。

●観覧料　一　般…���円（���円）　中高生…���円（���円）
　　　　　小学生…���円（���円）　（　）内は��人以上の団体料金

※ただし、市内の小中学生は「こころふれあいパスポート」の提

示で入館無料になります。

縄文の鬼展

開館時間��：��～��：��（入館は��：��まで）
休 館 日�月曜日 ※ただし�／��（月）は開館し、�／��（火）を休館します。
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※ラストワンマイル事業住民説明会の日程は�ページ
をご参照ください。
※申告相談の日程は�ページをご参照ください。
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山室恒民《田舎の秋》



古紙パルプ配合率100％
再生紙を使用しています。

環境にやさしい大豆油インキ
を使用しています。

この印刷の一部には水質保全に有効な
水なし印刷方式を採用しています。
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★3月号の「ハッピーバースデー」コ－ナ－に掲載希望の人は、2月１５日が締切ですので、それまでに企画課企画広報係（蕁煢6114）にご一報ください。

●１月21日、「第21回新見市スポーツ少年
団交歓交流大会」が、新見市民体育館で
開催されました。市内から子どもたちや
指導者、保護者など約600人が参加し、綱
引きと長なわとびに挑戦しました。綱引
きの部では唐松Ａが、長なわとびの部で
は上市コスモＡが優勝しました。

■編集／新見市報道委員会

■発行／新見市
　〒７１８－８５０１
　新見市新見３１０－３
　新見市総務企画部企画課
　☎煢 6114

■ホームページ
http://www.city.niimi.okayama.jp/

携帯電話でもご覧になれます

今月の表紙

平成１９年２月１日　No.２３

●今までのDVDに替わり、ハイビジョン映
像を記録・再生できるBlu-ray Disc（ブルー
レイディスク）とHD-DVD（エイチディー
ディーブイディー）という媒体が最近話題に
なっています。それぞれ製造する家電メー
カーが異なり、今の段階では互換性がありま
せん。映画会社によっても採用がまちまちな
のです。どっちを選べばこの先安心して使え
るのか悩むところです。でもうちにはハイビ
ジョンテレビがないので、あまり関係ないか
もしれません。
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